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　平成26年第３回定例会は、９月８日に招集され、会期
を26日までの19日間と決め開催されました。
　平成25年度一般会計、５特別会計、水道事業会計の決
算認定をはじめ、七飯町部設置及び事務分掌条例の制定や
水防センター（仮称）基本設計委託業務に伴う補正予算な
どを審議し原案どおり可決しました。

　一般質問では７人の議員が質問に立ち、町政に対する理
事者の考えを質したほか、各常任委員会の所管事務調査報
告や議員提出議案として、七飯町議会委員会条例の一部改
正、国や関係機関への意見書２件を原案どおり可決しまし
た。

平成26年11月

審議結果
区　　分 結果 番　　号 議　　　　　件　　　　　名　　　　　等 継続審査・調査・その他

議　
　
　
　
　
　
　

案

条例制定

付　託 議案第4 6号 七飯町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定について 民生文教常任委員会へ付託
付　託 議案第4 7号 七飯町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 民生文教常任委員会へ付託
付　託 議案第4 8号 七飯町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 民生文教常任委員会へ付託
◎ 議案第4 9号 七飯町部設置及び事務分掌条例の制定について 総務財政常任委員会報告
◎ 議案第5 0号 母子及び寡婦福祉法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

条例改正 ◎ 議案第5 1号 七飯町保育の実施に関する条例の一部改正について

補正予算

◎ 議案第5 7号 平成26年度七飯町一般会計補正予算（第7号）
◎ 議案第5 8号 平成26年度七飯町後期高齢者医療健特別会計補正予算（第1号）
◎ 議案第5 9号 平成26年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第1号）
◎ 議案第6 0号 平成26年度七飯町下水道事業特別会計補正予算（第3号）
◎ 議案第6 1号 平成26年度七飯町水道事業会計補正予算（第2号）
◎ 議案第6 2号 平成26年度七飯町一般会計補正予算（第9号）

人　　 事 同　意 同意第４号 教育委員会委員の任命について

そ の 他

承　認 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて
承　認 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて
承　認 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて
◎ 議案第5 2号 新幹線関係付道新設工事［1工区］請負契約について
◎ 議案第5 3号 新幹線関係付道新設工事［2工区］請負契約について
◎ 議案第5 4号 特環下水道大沼浄化センター機械設備更新工事（債務負担行為）請負契約について
◎ 議案第5 5号 特環下水道大沼浄化センター電気設備更新工事（債務負担行為）請負契約について
◎ 議案第5 6号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について
◎ 議案第6 3号 財産の交換について

報　　告

報告済 報告第1 0号 平成25年度七飯町健全化判断比率について
報告済 報告第1 1号 平成25年度七飯町水道事業資金不足比率について
報告済 報告第1 2号 平成25年度七飯町下水道事業資金不足比率について
報告済 報告第1 3号 平成25年度七飯町土地造成事業資金不足比率について

決算認定

認　定 認定第１号 平成25年度七飯町一般会計歳入歳出決算認定について

平成25年度決算審査
　　　　特別委員会報告

認　定 認定第２号 平成25年度七飯町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
認　定 認定第３号 平成25年度七飯町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
認　定 認定第４号 平成25年度七飯町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
認　定 認定第５号 平成25年度七飯町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
認　定 認定第６号 平成25年度七飯町土地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について
認　定 認定第７号 平成25年度七飯町水道事業会計決算認定について

発
議
案

条例改正 ◎ 発議案第12号 七飯町議会委員会条例の一部改正について

意見書等
◎ 発議案第９号 軽油引取税の課税免除措置の継続を求める意見書
◎ 発議案第10号 北海道電力の電気料金再値上げに関する意見書
● 発議案第11号 集団的自衛権行使の容認に反対する意見書

そ の 他

報告済 各常任委員会報告
報告済 出納検査報告
承　認 議員の派遣について
許　可 閉会中の継続審査の申し出について
承　認 閉会中の委員会活動の承認について

　　　　　　　◎=全員一致で可決　　○=賛成多数で可決　　●=賛成少数で否決　　×=賛成なしで否決
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審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

条
例
の
制
定

◆
七
飯
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

制
定
に
よ
る
「
七
飯
町
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
」
の
制
定

は
、
民
生
文
教
常
任
委
員
会
に

付
託
。

◆
七
飯
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ

る
「
七
飯
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
」
の
制
定

は
、
民
生
文
教
常
任
委
員
会
に

付
託
。

◆
七
飯
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
る

「
七
飯
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」
の

制
定
は
、
民
生
文
教
常
任
委
員

会
に
付
託
。

◆
七
飯
町
部
設
置
及
び
事
務
分

掌
条
例

　

総
務
部
、
民
生
部
及
び
経
済

部
を
置
く
た
め
の
条
例
制
定
は

「
総
務
財
政
常
任
委
員
会
」
に

審
査
を
付
託
し
、
そ
の
審
査
結

果
の
報
告
書
が
定
例
会
最
終
日

に
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
原

案
可
決
し
た
。

（
報
告
書
は
24
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◆
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例

　

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
題

名
が
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に

寡
婦
福
祉
法
」
に
改
め
ら
れ
た

こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

を
行
う
た
め
の
条
例
制
定
。

平
成
26
年
10
月
１
日
施
行

条
例
一
部
改
正

◆
七
飯
町
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例

　

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
、
中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国

の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自

立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
う
所
定
の
改
正
を

行
う
一
部
改
正
。

補
正
予
算

◆
平
成
26
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

地
域
介
護
福
祉
空
間
整
備
等

施
設
整
備
補
助
金
、
軍
川
地
域

水
質
浄
化
対
策
工
事
等
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
８
千
241
万

９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
100
億
９
千
239
万

３
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
26
年
度
七
飯
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
保
険
料
等
負
担
金
等
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
213
万
８
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
４
億
１
千
513
万
８
千

円
と
し
た
。

◆
平
成
26
年
度
七
飯
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

国
庫
支
出
金
等
返
還
金
等
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
710
万

４
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
21
億
６
千
356
万

２
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
26
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

下
水
道
管
付
帯
設
備
更
新
工

事
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

千
105
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
10
億
９

千
515
万
１
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
26
年
度
七
飯
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
支
出
を
353
万
５
千
円

追
加
し
４
億
８
千
513
万
５
千
円

に
、
ま
た
、
資
本
的
収
入
を
１

千
180
万
円
追
加
し
２
億
３
千
353

万
１
千
円
に
、
資
本
的
支
出
を

１
千
161
万
５
千
円
追
加
し
４
億

749
万
５
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
26
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

峠
下
２
号
線
災
害
復
旧
工

事
、
新
道
川
災
害
復
旧
工
事

等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千

182
万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
101
億
１
千

790
万
５
千
円
と
し
た
。

人

事

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
と
な
る
左
記
の
者

を
再
び
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
。

　

氏
名　

関
口
文
雄
（
68
歳
）

　

住
所　

峠
下
310
番
地

発

議

案

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
条
例

改
正
１
件
、
意
見
書
２
件
を
可

決
し
、
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

要
望
事
項
と
し
て
各
関
係
機
関

及
び
各
関
係
大
臣
に
送
付
し

た
。条

例
一
部
改
正

◎
七
飯
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
。

　

七
飯
町
部
設
置
及
び
事
務
分

掌
条
例
の
制
定
に
伴
い
、
所
定

の
改
正
。

平
成
26
年
10
月
１
日
施
行

意

見

書

◎ 

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措

置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

◎ 

北
海
道
電
力
の
電
気
料
金
再

値
上
げ
に
関
す
る
意
見
書

報

告

◆
平
成
25
年
度
七
飯
町
健
全
化

判
断
比
率
に
つ
い
て

◆
平
成
25
年
度
七
飯
町
水
道
事

業
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

◆
平
成
25
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

◆
平
成
25
年
度
七
飯
町
土
地
造

成
事
業
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

そ 　

の 　

他

◆
専
決
処
分
の
承
認

　

桜
町
共
同
墓
地
内
の
桜
町
旧

墓
地
と
平
成
第
一
墓
地
の
間
に

あ
る
側
溝
に
落
下
し
骨
折
し
た

た
め
、
治
療
等
に
要
す
る
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
。

◆
専
決
処
分
の
承
認

（
平
成
26
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
））

　

桜
町
共
同
墓
地
内
の
事
故
に

よ
り
、
被
害
者
に
損
害
を
与
え

た
こ
と
に
よ
る
賠
償
金
と
し

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
389
万

２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
97
億
997
万
４
千

円
と
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認

（
平
成
26
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
））

　

９
月
８
日
、
11
日
の
大
雨
に

よ
り
災
害
が
発
生
し
た
た
め
、

農
道
災
害
復
旧
事
業
費
、
町
営

牧
場
災
害
復
旧
事
業
費
と
し

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
368
万

４
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
100
億
９
千
607
万

７
千
円
と
し
た
。

◆
新
幹
線
関
係
付
道
新
設
工
事

﹇
１
工
区
﹈
請
負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

１
億
３
千
543
万
２
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

相
互
建
設

◆
新
幹
線
関
係
付
道
新
設
工
事

﹇
２
工
区
﹈
請
負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

６
千
307
万
２
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

鈴
木
事
業
所

◆
特
環
下
水
道
大
沼
下
水
浄
化

セ
ン
タ
ー
機
械
設
備
更
新
工
事

（
債
務
負
担
行
為
）
請
負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

１
億
５
千
876
万
円
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▽
契
約
の
相
手
方

　

 
株
式
会
社　

西
原
環
境
北
海

道
支
店

◆
特
環
下
水
道
大
沼
下
水
浄
化

セ
ン
タ
ー
電
設
備
更
新
工
事

（
債
務
負
担
行
為
）
請
負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

５
千
937
万
３
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

 

北
海
道
三
菱
電
機
販
売
株
式

会
社

◆
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

　

古
い
給
食
運
搬
車
を
２
台
を

下
取
り
に
し
て
、
新
し
い
給
食

運
搬
車
３
台
を
購
入

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

◆
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

決

算

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会

計
決
算
は
「
平
成
25
年
度
決
算

審
査
特
別
委
員
会
」
に
審
査
を

付
託
し
、
そ
の
審
査
結
果
の
報

告
書
が
定
例
会
最
終
日
に
提
出

さ
れ
、
全
会
計
を
全
員
一
致
で

認
定
し
た
。

（
報
告
書
は
39
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

総
務
財
政
常
任
委
員
会

１
、
事
件
名

　

議
案
第
49
号　

七
飯
町
部
設

置
及
び
事
務
分
掌
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

２
、
審
査
の
経
過

　

平
成
26
年
９
月
９
日
、
９
月

11
日
、
９
月
25
日
の
３
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
、
町
長
、
副

町
長
、
総
務
課
長
の
出
席
を
求

め
、
審
査
を
行
っ
た
。

３
、
決
定
及
び
理
由

⑴
決　
　

定　
　

原
案
可
決

⑵
理　
　

由

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
七

飯
町
部
設
置
及
び
事
務
分
掌
条

例
は
、
平
成
26
年
10
月
１
日
以

降
、
総
務
部
、
民
生
部
及
び
経

済
部
を
設
置
す
る
た
め
、
七
飯

町
課
設
置
及
び
事
務
分
掌
条
例

を
全
部
改
正
し
、
七
飯
町
部
設

置
及
び
事
務
分
掌
条
例
の
制
定

と
関
連
条
例
の
一
部
改
正
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

七
飯
町
部
設
置
及
び
事
務
分

掌
条
例
の
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

⑴
地
方
自
治
法
第
158
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
町
長
の
権

限
に
属
す
る
事
務
を
分
掌
さ
せ

る
た
め
の
組
織
と
し
て
、
総
務

部
（
総
務
財
政
課
、
政
策
推
進

課
、
税
務
課
）、
民
生
部
（
住

民
課
、
環
境
生
活
課
、
福
祉

課
、
子
育
て
健
康
支
援
課
）
及

び
経
済
部
（
商
工
観
光
課
、
農

林
水
産
課
、
土
木
課
、
都
市
住

宅
課
、
水
道
課
）
を
設
置
す
る

規
定
（
第
１
条
）

⑵
第
１
条
の
規
定
に
よ
り
設
置

す
る
総
務
部
、
民
生
部
及
び
経

済
部
の
事
務
分
掌
を
定
め
、
各

課
の
事
務
分
掌
は
、
七
飯
町
行

政
組
織
規
則
に
規
定
（
第
２
条
）

　

次
に
関
連
条
例
の
一
部
改
正

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
24
年
条
例
第
７
号
）
の

一
部
改
正

ア
．
別
表
の
給
料
表
を
６
級
制

か
ら
７
級
制
に
改
正

イ
．
７
級
の
職
員
を
特
定
職
員

（
現
行
‥
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
職
員
の
う
ち
、
そ
の
職
務

の
級
が
６
級
で
あ
る
者
で
あ
っ

て
そ
の
号
俸
が
そ
の
職
務
の
級

に
お
け
る
最
低
の
号
俸
で
な
い

も
の
。）
に
含
め
る
た
め
、
附

則
第
２
項
を
改
正

ウ
．
７
級
は
１
号
俸
か
ら
６
１

号
俸
ま
で

⑵
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
24
年
条
例
第
７
号
）
の

一
部
改
正
に
伴
う
改
正

ア
．
七
飯
町
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
（
平
成
11
年
条
例
第

25
号
）　　

　

別
表
第
１
の
１
及
び
別
表
第

２
の
１

イ
．
公
聴
会
等
に
出
頭
す
る
者

の
費
用
弁
償
条
例
（
昭
和
28
年

条
例
第
12
号
）
第
２
条
第
２
項

ウ
．
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
（
昭
和
26
年
条
例
第
24

号
）
第
13
条
第
２
項

⑶
部
の
設
置
に
伴
う
所
属
の
名

称
の
変
更
等
に
関
す
る
改
正

ア
．
七
飯
町
情
報
公
開
条
例

（
平
成
12
年
条
例
第
40
号
）
第

23
条
第
５
項

イ
．
七
飯
町
個
人
情
報
保
護
条

例
（
平
成
12
年
条
例
第
15
号
）

第
38
条
第
５
項

ウ
．
七
飯
町
男
女
平
等
参
画
推

進
条
例
（
平
成
21
年
条
例
第
32

号
）
第
23
条

エ
．
七
飯
町
職
員
の
倫
理
の
保

持
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
20

年
条
例
第
35
号
）
第
２
条
第
４

号
、
第
５
条
第
３
項
及
び
第
14

条オ
．
七
飯
町
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
条
例
（
昭
和
43
年
条
例
第

20
号
）
第
７
条

カ
．
七
飯
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
（
平
成
25
年
条
例
第

16
号
）
第
６
条

キ
．
七
飯
町
が
設
置
す
る
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
生
活

環
境
影
響
調
査
結
果
の
縦
覧
等

の
手
続
き
に
関
す
る
条
例
（
平

成
13
年
条
例
第
７
号
）
第
４
条

第
１
項
第
１
号

ク
．
七
飯
町
都
市
計
画
審
議
会

条
例
（
平
成
12
年
条
例
第
４

号
）
第
６
条

ケ
．
七
飯
町
住
居
表
示
審
議
会

条
例
（
平
成
11
年
条
例
第
12

号
）
第
６
条

コ
．
七
飯
町
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
51
年

条
例
第
８
号
）
第
４
条
第
２
項

　

上
記
の
他
に
、
関
連
規
則
の

一
部
改
正
は
全
部
で
31
規
則
あ

り
、
そ
の
内
、
行
政
組
織
、
部

長
職
の
給
与
及
び
管
理
職
手
当

に
関
す
る
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
28
規
則

は
、
所
属
の
名
称
の
変
更
等
に

よ
る
改
正
で
あ
る
。

⑴
七
飯
町
行
政
組
織
規
則
の
一

部
改
正

　

課
の
設
置
及
び
事
務
分
掌
を

追
加
し
、
財
政
課
と
総
務
課
を

統
合
し
て
総
務
財
政
課
、
財
政

課
行
政
経
営
係
を
廃
止
し
、
財

政
係
、
政
策
調
整
係
及
び
地
域

活
性
係
へ
業
務
移
行
、
土
木
課

道
路
河
川
係
を
土
木
課
道
路
係

と
河
川
係
へ
分
離

⑵
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の

基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改

正
　

別
表
第
１
（
第
３
条
関
係
）

級
別
職
務
分
類
表
で
、
７
級
を

部
長
の
職
務
の
級

⑶
管
理
職
手
当
支
給
に
関
す
る

規
則
の
一
部
改
正

　

職
名
に
部
長
を
加
え
、
定
率

制
か
ら
定
額
制
へ
の
改
正

　

結
果
、
19
課
、
60
係
体
制
か

ら
、
３
部
、
18
課
、
60
係
体
制

と
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う

え
、
七
飯
町
部
設
置
及
び
事
務

分
掌
条
例
の
内
容
を
審
査
し
た

と
こ
ろ
、
今
回
の
組
織
機
構
の

見
直
し
は
行
政
判
断
の
ス
ピ
ー

ド
化
や
横
断
的
な
事
業
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

さ
ら
に
複
雑
化
す
る
国
の
情
報

や
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
、
町
政
の
さ
ら
な
る
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
採
決

の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
組
織
機
構
の

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
課
制

に
お
け
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分

検
証
し
、
部
制
に
よ
り
更
な
る

メ
リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
、
人
材

の
育
成
を
含
め
部
長
職
を
軸
と

し
た
職
員
の
士
気
高
揚
を
強
く

望
む
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
26
年
９
月
９
日
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
当
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
を
、
下
記
の

と
お
り
報
告
す
る
。
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Q 

大
沼
地
域
の
地
域
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
（
ア
メ
ダ
ス
）

の
拡
充
を
要
請
す
べ
き
と
考
え
る

A 
札
幌
管
区
気
象
台
な
ど
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
て
参

り
ま
す

木　

下　
　
　

敏　

議
員

　

気
象
庁
の
地
域
気
象
観
測
シ

ス
テ
ム
（
ア
メ
ダ
ス
）
は
、
上

軍
川
に
降
水
量
を
観
測
す
る
施

設
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

降
水
量
を
観
測
す
る
観
測
所
は

全
国
に
約
１
千
300
ヶ
所
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
約
840
ヶ
所

（
約
21
㌔
㍍
間
隔
）
で
は
降
水

量
に
加
え
て
、
風
向
・
風
速
、

気
温
、
日
照
時
間
を
観
測
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

大
沼
地
域
は
、
標
高
が
130
㍍

か
ら
165
㍍
前
後
に
位
置
し
て
い

る
事
と
噴
火
湾
に
向
い
て
い
る

の
で
、
函
館
市
・
北
斗
市
向

野
・
森
町
の
ア
メ
ダ
ス
の
気

温
は
参
考
に
な
ら
な
い
状
況
で

す
。
現
在
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
デ
ー

タ
放
送
で
も
大
沼
公
園
は
北
斗

市
の
デ
ー
タ
で
東
大
沼
は
森
町

の
デ
ー
タ
が
出
る
状
況
で
す
。

　

移
住
政
策
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

誘
致
、
経
済
活
動
の
活
性
化
の

た
め
に
も
気
象
庁
に
地
域
気
象

観
測
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
を
要
請

し
て
実
現
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

【
総
務
課
長
】

　

雨
量
の
ほ
か
気
温
風
な
ど
を

観
測
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

は
必
要
で
す
。
大
沼
公
園
に
年

間
約
200
万
人
の
観
光
客
が
来
て

い
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
駒

ケ
岳
が
噴
火
し
た
と
き
の
風
向

き
な
ど
避
難
対
処
を
判
断
す
る

大
切
な
要
素
に
な
る
。
場
所
を

上
軍
川
か
ら
大
沼
地
区
の
平
坦

部
に
移
設
し
て
観
測
要
素
を
増

や
し
い
た
だ
く
よ
う
に
札
幌
管

区
気
象
台
な
ど
関
係
機
関
に
強

く
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

Q
豪
雨
等
の
自
然
災
害
へ
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
８
月
22
日
に
気
象

庁
は
、
８
月
に
入
っ
て
か
ら
台

風
12
号
と
11
号
や
前
線
の
影
響

で
大
規
模
な
被
害
が
で
た
記
録

的
大
雨
を
「
平
成
26
年
８
月
豪

雨
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
近
隣

の
渡
島
西
部
で
土
砂
災
害
が
起

き
、
北
海
道
各
地
で
水
害
が
あ

り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
８
月
豪
雨
や
平
成

25
年
３
月
６
日
に
暴
風
雪
で
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
か
ら
道
東
で

車
が
立
ち
往
生
し
て
、
多
数
の

方
が
亡
く
な
っ
た
事
を
参
考
に

し
て
自
然
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
次
の
点
を
伺
い
た
い
。

①
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

状
況
に
つ
い
て

②
各
種
気
象
警
報
発
令
時
の
対

応
に
つ
い
て

③
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
の
目

安
と
対
応
に
つ
い
て

④
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
対
応

に
つ
い
て

⑤
避
難
所
設
営
方
法
に
つ
い
て

⑥
関
係
機
関
と
の
連
携
状
況
に

つ
い
て

⑦
休
日
や
夜
間
の
対
応
に
つ
い

て⑧
自
然
災
害
に
つ
い
て
の
学
校

教
育
・
社
会
教
育
・
職
員
研
修

の
状
況
に
つ
い
て

⑨
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て

【
町
長
】

　

平
成
27
年
度
ま
で
に
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
や
避
難
計
画

策
定
を
行
う
際
に
、
町
民
の
生

命
と
財
産
を
第
一
に
考
え
対
応

を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　

大
中
山
小
学
校
改
築
に
伴

い
、
同
敷
地
内
に
建
設
予
定
の

「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
は
、

グ
ラ
ン
ド
に
隣
接
す
る
町
住
跡

地
や
大
中
山
コ
モ
ン
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
数
億
円
と
も

言
わ
れ
て
い
る
用
地
買
収
費
を

掛
け
な
く
と
も
、
必
要
な
機
能

を
確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
今
回
の
用
地
買
収
に

関
わ
る
委
託
業
務
が
８
月
で
終

了
し
て
お
り
、
最
低
限
の
買
収

費
用
が
算
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
金
額
を
発
表
し
、
小
学
校
改

築
に
関
わ
る
全
体
事
業
費
を
町

民
に
示
し
、
そ
の
上
で
「
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
必
要
性
を

問
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
町

内
に
は
不
安
全
な
個
所
や
危
険

な
建
物
が
多
数
存
在
し
、
改
善

を
願
う
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
町
長
の
言
う

「
安
全
安
心
の
街
づ
く
り
」
を

目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
様

な
案
件
を
優
先
的
に
処
理
し
た

う
え
で
、
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
町

長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
政
策
推
進
課
長
】

　

セ
ン
タ
ー
の
設
計
的
な
も
の

（
規
模
や
建
設
費
）
は
何
も
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
現
在
位
置

に
建
設
予
定
で
、
期
成
会
と
協

議
中
で
あ
る
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　

当
初
は
校
舎
の
増
築
部
を
支

所
と
学
童
に
利
用
し
て
も
ら
う

予
定
だ
っ
た
が
、
セ
ン
タ
ー
は

新
築
と
し
た
。
現
校
舎
を
活

用
し
た
場
合
と
の
経
済
比
較

は
行
っ
て
い
な
い
。
建
設
場
所

は
、「
校
舎
と
の
一
体
」
と
期

成
会
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
の

で
、
他
へ
建
設
す
る
考
え
は
な

い
。　

　

建
設
費
は
現
在
、
校
舎
の
基

本
計
画
段
階
で
の
金
額
が
、
31

億
２
千
万
円
、
内
補
助
金
は
５

億
１
千
万
円
、
起
債
（
い
わ
ゆ

る
借
金
）
が
22
億
２
千
万
円
だ

が
、
実
施
設
計
後
は
変
わ
る
と

思
わ
れ
、
更
に
用
地
買
収
費
と

セ
ン
タ
ー
建
設
費
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
等
外
構
費
、
教
員
住
宅
費
等

が
加
算
さ
れ
る
。

【
住
民
課
長
】

　

大
中
山
コ
モ
ン
の
利
用
に
不

便
が
あ
る
と
の
声
か
ら
セ
ン

タ
ー
を
作
る
の
で
は
な
く
、
期

成
会
か
ら
の
要
望
で
建
設
す
る
。

　

支
所
は
現
在
地
で
23
年
を
経

過
し
大
中
山
地
区
の
中
心
で
国

道
に
面
し
て
お
り
、
コ
モ
ン
へ

の
移
動
は
考
え
に
く
い
。
支
所

の
利
用
者
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

少
な
く
、
建
直
し
が
望
ま
し
い
。

【
教
育
長
】

　

用
地
買
収
に
関
わ
る
委
託
業

務
は
終
了
し
て
い
る
が
、
こ
の

金
額
を
公
表
す
る
と
、
金
額
だ

け
が
独
り
歩
き
し
、
今
後
の
買

収
交
渉
に
影
響
が
出
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
公
表
す
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
購
入
時
期
に
関
し
て

は
、
来
年
度
の
予
定
を
、
年
度

内
で
検
討
し
て
い
る
。

【
町
長
】

　

セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
現
在

の
学
童
保
育
所
と
大
中
山
出
張

所
が
古
く
な
っ
た
為
に
建
替
え

る
も
の
で
、
期
成
会
の
要
望
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
。
子
供
た

ち
と
高
齢
者
が
触
れ
合
え
る
場

所
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

建
設
に
当
た
っ
て
は
、
率
の

良
い
交
付
金
制
度
の
利
用
を
検

討
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、「
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
」、「
鶴
野
小
学

校
の
現
状
に
つ
い
て
」
を
質
問

し
て
い
る
。

Q 

大
中
山
小
へ
建
設
予
定
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

A
期
成
会
と
協
議
し
て
建
設
し
た
い

平　

松　

俊　

一　

議
員
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Q 

自
主
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

A
総
合
互
助
、
積
極
的
に
自
主
防
災
意
識
を
高
め
て
い
く

神　

﨑　

和　

枝　

議
員

　

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
り
局

地
的
豪
雨
が
頻
繁
に
発
生
、
各

地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
公
助
に
も
限
界
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
意
識
を
大
き

く
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。　

　

日
本
列
島
自
然
災
害
の
多
い

国
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
遭
遇
す

る
か
わ
か
ら
な
い
。
防
災
意
識

を
高
め
、
非
常
時
に
慌
て
な
い

行
動
で
、
い
か
に
リ
ス
ク
を
下

げ
安
全
に
す
る
か
で
す
。

　

自
然
災
害
に
備
え
て
、
自
主

防
災
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
が

最
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

七
飯
町
と
し
て
防
災
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状

は
、
ま
た
、
次
の
こ
と
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

①
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

②
自
主
防
災
組
織
を
推
し
進
め

る
た
め
の
方
策
の
考
え
は

③
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の

講
演
会
を
開
く
考
え
は

④
町
内
会
単
位
を
中
心
と
し
た

定
期
的
な
説
明
会
（
正
し
い
防

災
知
識
の
普
及
等
）
の
開
催
に

つ
い
て

⑤
地
域
の
地
形
や
現
状
を
想
定

し
て
の
地
区
防
災
訓
練
や
避
難

訓
練
に
つ
い
て

⑥
ど
こ
で
災
害
に
遭
遇
す
る
か

分
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
家
族

で
行
う
防
災
会
議
を
進
め
る
た

め
の
方
策
に
つ
い
て

 

【
総
務
課
長
】

①
大
川
美
園
町
内
会
、
大
沼
地

区
連
合
町
内
会
、
南
本
町
町
内

会
、
西
部
鳴
川
町
内
会
で
自
主

防
災
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
連
絡
網
の
整
備
な

ど
取
り
組
ん
で
い
る
町
内
会
も

少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

　

地
域
や
近
隣
の
人
々
が
互
い

に
協
力
し
合
い
、
防
災
活
動
に

組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

②
普
段
か
ら
地
域
や
近
隣
の

人
々
が
集
ま
っ
て
、
互
い
に
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
防
災
活
動

に
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。
核
に
な
る
リ
ー

ダ
ー
的
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

防
災
士
の
資
格
や
北
海
道
地
域

防
災
マ
ス
タ
ー
の
資
格
の
あ
る

方
な
ど
に
指
導
や
自
主
防
災
に

携
わ
っ
て
頂
く
た
め
の
働
き
か

け
を
し
て
い
き
ま
す
。
相
互
互

助
一
層
、
積
極
的
に
自
主
防
災

意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

③
④
⑤
火
山
防
災
に
つ
き
ま
し

て
は
、
森
町
、
鹿
部
町
、
七
飯

町
で
、
毎
年
順
に
行
っ
て
い
る
。

　

七
飯
町
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
に
合
わ
せ
26
町
内
会
で
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
訓
練
計

画
立
案
時
に
地
域
の
課
題
や
各

種
危
険
個
所
等
の
情
報
共
有
を

図
り
、
よ
り
良
い
訓
練
内
容
と

な
る
よ
う
、
各
町
内
会
と
協
議

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

⑥
災
害
が
起
こ
る
前
に
、
必
要

な
情
報
を
書
き
込
ん
だ
我
が
家

の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
意
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
町
民
に
愛
さ
れ

る
広
報
誌
に
つ
い
て
」
を
質
問

し
て
い
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
大
沼
公
園

へ
進
む
と
左
側
に
歩
道
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
50
㍍
程
進
む
と

「
歩
道
終
わ
り
」
の
看
板
に
ぶ

つ
か
る
。
そ
の
先
Ｊ
Ｒ
線
路
沿

い
に
は
Ｓ
Ｌ
フ
ァ
ン
の
カ
メ
ラ

が
並
ぶ
が
歩
道
は
な
く
、
そ
の

行
動
は
通
行
す
る
車
両
に
と
っ

て
も
極
め
て
危
険
で
あ
り
ま

す
。
関
係
機
関
に
対
し
て
ど
の

様
な
要
望
等
し
て
い
る
の
か
町

の
取
組
を
伺
い
た
い
。

【
土
木
課
参
事
】

　

町
と
し
て
も
撮
影
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
等
に
よ
り
撮
影
者
や
通

行
車
両
の
安
全
確
保
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成

25
年
５
月
に
大
沼
ラ
ム
サ
ー
ル

協
議
会
他
五
団
体
が
渡
島
総
合

振
興
局
長
に
対
し
、
大
沼
環
境

等
整
備
に
関
す
る
地
元
関
係
団

体
と
し
て
の
要
望
書
を
提
出
、

そ
の
中
で
道
道
大
沼
公
園
線
に

つ
い
て
も
歩
道
等
の
整
備
を
要

望
し
て
い
る
が
平
成
26
年
３
月

に
現
時
点
で
の
整
備
は
難
し
い

と
の
回
答
を
受
け
て
い
る
。

　

地
形
的
に
も
線
路
と
小
沼
、

傾
斜
地
に
囲
ま
れ
整
備
が
困
難

な
個
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

管
理
者
で
あ
り
ま
す
道
に
対
し

ま
し
て
歩
道
の
整
備
や
路
肩
の

改
良
等
道
路
の
整
備
の
可
能
性

に
関
し
ま
し
て
、
ま
ず
は
詳
細

な
調
査
や
検
討
を
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
、
調
査
を
受
け
た
際

に
は
、
道
と
連
携
し
な
が
ら
関

係
機
関
と
の
協
議
、
要
望
団
体

等
と
の
意
見
調
整
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

Q
観
光
産
業
の
活
性
化
に
具
体

的
な
取
り
組
み
を

　

大
沼
地
区
に
は
毎
年
東
南
ア

ジ
ア
か
ら
多
く
の
留
学
生
が
農

業
体
験
と
国
際
交
流
を
目
的
に

や
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
中
で

台
湾
の
学
生
を
中
心
に
「
私
た

ち
の
国
に
も
是
非
来
て
ほ
し

い
」
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。
七

飯
町
議
会
で
も
、
視
察
を
兼
ね

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の
表
敬
訪
問

や
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
は
と
の
声
が
出
て
い
ま

す
。
自
主
的
参
加
、
す
べ
て
自

腹
で
と
の
話
で
あ
り
ま
す
か
ら

強
制
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
留
学

生
の
話
を
議
会
や
七
飯
町
の
皆

さ
ん
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
町
が
窓
口
と
な
り
一

般
的
観
光
と
、
表
敬
訪
問
を
目

的
と
し
た
、
内
容
の
違
う
旅
行

を
同
時
に
提
供
で
き
な
い
か
企

画
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
商
工
観
光
課
長
】

　

平
成
12
年
度
か
ら
函
館
市
を

は
じ
め
経
済
、
観
光
関
係
業
者

よ
る
台
湾
観
光
客
誘
致
訪
問
団

が
航
空
会
社
や
旅
行
代
理
店
等

へ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
行
い
七
飯
町
も
24
年
25
年

と
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
町
が

低
料
金
で
募
集
で
き
な
い
か
で

あ
り
ま
す
が
旅
行
代
理
店
で
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
一
番
安

心
安
価
で
あ
り
、
表
敬
訪
問
等

の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
加
え
る
と
相

当
高
額
な
代
金
と
な
る
事
も
明

ら
か
で
あ
り
ま
す
。
表
敬
訪
問

に
関
し
て
は
、
広
域
的
観
光
商

品
、
長
期
的
滞
在
を
得
る
、
経

済
的
効
果
も
期
待
で
き
地
域
が

潤
う
商
品
開
発
が
効
果
的
で
あ

り
ま
す
事
か
ら
時
期
尚
早
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

Q 

交
通
事
故
等
、
予
想
さ
れ
る
事
態
に
対
す
る
関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

A 
線
路
、
小
沼
、
傾
斜
地
に
挟
ま
れ
、
ま
ず
は
整
備
の
可

能
性
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
要
望
し
た
い

佐　

野　

史　

人　

議
員
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Q
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

A 
18
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
、
給
食
費
に
つ
い
て
は
熟
慮
す
る
期
間
を
い
た
だ
き
た
い

中　

川　

友　

規　

議
員

　

現
在
少
子
化
が
進
む
中
、
七

飯
町
で
は
幸
い
子
供
の
数
が
極

端
に
減
少
す
る
こ
と
は
な
く
、

こ
こ
数
年
は
増
加
も
し
く
は
横

ば
い
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
中
、
大
中
山
小
学
校
改

築
、
学
童
保
育
、
大
中
山
出
張

所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
な

ど
複
合
的
な
周
辺
整
備
も
子
育

て
世
代
が
住
み
や
す
い
環
境
と

し
て
、
子
育
て
支
援
の
一
つ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
北
海
道
新
幹

線
開
通
や
新
幹
線
車
両
基
地
の

あ
る
町
と
し
て
七
飯
町
の
未
来

に
は
た
く
さ
ん
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
大
中
山
地
区
・
本

町
地
区
で
の
宅
地
造
成
や
、
ま

た
今
後
の
緑
町
の
宅
地
造
成
な

ど
、
新
幹
線
開
業
に
絡
み
様
々

な
動
き
が
あ
る
今
が
、
少
子
化

対
策
・
子
育
て
支
援
を
前
面
に

打
ち
出
し
、
平
成
27
年
度
か
ら

18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
料

化
・
学
校
給
食
の
無
料
化
を

セ
ッ
ト
で
打
ち
出
し
、
少
子
化

対
策
・
子
育
て
支
援
を
Ｐ
Ｒ
す

る
考
え
が
な
い
か
伺
い
た
い
。

　

財
政
的
に
は
大
変
な
時
期
だ

と
は
思
う
が
、
子
育
て
世
帯
が

七
飯
町
に
住
ん
だ
場
合
、
入
っ

て
く
る
税
収
も
あ
る
、
人
が
増

え
る
と
町
内
で
買
い
物
や
様
々

な
経
済
波
及
も
出
て
く
る
。
子

供
た
ち
が
故
郷
は
七
飯
町
だ
と

い
う
人
が
増
え
る
、
給
食
費
無

料
化
で
出
て
い
く
お
金
だ
け
を

考
え
な
い
で
、
入
っ
て
く
る
お

金
や
経
済
波
及
、
地
域
活
性
化

な
ど
大
き
く
考
え
て
検
討
し
て

頂
き
た
い
。

【
副
町
長
】

　

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

で
年
間
約
２
千
万
円
の
負
担
と

給
食
費
無
料
化
で
約
８
千
400
万

円
の
負
担
合
わ
せ
て
約
１
億
400

万
円
が
半
永
久
的
に
支
出
さ
れ

る
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
の
数
年

扶
助
費
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、

当
初
予
算
時
に
基
金
を
取
り
崩

し
て
の
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
状
況
で
の
無
料
化
は
難
し
い

と
判
断
し
て
い
る
が
18
歳
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
は

乳
幼
児
か
ら
の
継
続
的
な
子
育

て
支
援
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

ま
た
子
育
て
世
帯
の
家
計
等
負

担
軽
減
策
と
し
て
財
政
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
す
る
。

【
町
長
】

　

セ
ッ
ト
の
問
題
で
給
食
費
の

無
料
化
で
約
１
億
400
万
円
、
極

め
て
財
政
的
に
大
変
だ
が
、
し

か
し
子
育
て
支
援
少
子
化
対
策

と
い
う
の
は
非
常
に
将
来
の
町

の
機
関
を
な
す
子
供
た
ち
で
あ

り
ま
す
の
で
極
め
て
大
事
な
問

題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
北

斗
市
と
同
じ
基
準
で
助
成
し
た

場
合
に
は
、
給
食
費
約
１
千
200

万
円
の
負
担
で
、
北
斗
市
の
や

り
方
が
非
常
に
参
考
に
な
る
や

り
方
だ
と
思
う
が
、
合
わ
せ

て
、
町
内
の
農
畜
産
物
あ
る
い

は
加
工
品
を
給
食
で
使
う
た
め

に
は
、
給
食
会
か
ら
の
補
助
が

な
く
な
る
か
ら
単
費
を
だ
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
七
飯
町
の

自
給
率
は
大
体
40
％
と
の
報
告

だ
が
、
そ
れ
を
60
％
く
ら
い
に

す
る
た
め
に
は
、
ど
れ
く
ら
い

の
お
金
が
か
か
る
か
、
そ
れ
が

１
千
万
円
く
ら
い
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
直
接
こ
ど
も
に
無
料

化
、
も
し
く
は
半
額
あ
る
い
は

第
３
子
以
降
無
料
化
が
い
い
の

か
、
あ
る
い
は
町
内
の
農
畜
産

物
を
使
う
の
が
い
い
の
か
熟
慮

す
る
期
間
を
与
え
て
い
た
だ
き

た
い
。
医
療
費
に
つ
い
て
は
平

成
27
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
、
給
食
費
に
つ
い

て
は
熟
慮
す
る
期
間
を
与
え
て

い
た
だ
き
そ
う
遠
く
な
い
時
期

に
結
論
を
出
し
て
参
り
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
桜
の
天
狗
巣
病
対

策
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
６

月
、
平
成
16
年
６
月
、
平
成
22

年
12
月
の
３
回
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
対
策
を
求
め
て
き
た

が
、
一
行
に
改
善
さ
れ
て
い
な

い
事
か
ら
、
平
成
25
年
度
に
お

け
る
対
策
の
実
施
状
況
と
平
成

26
年
度
９
月
に
お
け
る
天
狗
巣

病
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

【
都
市
住
宅
課
長
】

　

都
市
公
園
高
木
剪
定
処
理
委

託
業
務
で
都
市
公
園
等
の
桜
の

天
狗
巣
病
の
除
去
及
び
ひ
こ
ば

え
枝
、
支
障
と
な
る
枝
な
ど
の

剪
定
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成

25
年
11
月
の
調
査
に
よ
っ
て
、

９
箇
所
の
公
園
、
広
場
等
で
28

本
の
桜
の
天
狗
巣
病
の
病
巣
部

を
12
月
に
剪
定
処
理
を
し
て
い

る
が
、
今
後
も
継
続
的
に
根
気

よ
く
対
策
を
し
て
参
り
た
い
。

【
土
木
課
長
】

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
田

園
通
り
外
４
路
線
で
205
箇
所
の

天
狗
巣
病
除
去
作
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
平
成
26
年
９
月
現

在
、
土
木
課
が
管
理
し
て
い
る

道
路
の
桜
の
天
狗
巣
病
の
発
生

状
況
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
６

路
線
557
本
の
桜
の
内
100
本
で
天

狗
巣
病
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
桜
の
葉

が
落
ち
る
10
月
頃
再
度
天
狗
巣

病
の
発
生
状
況
を
調
査
し
、
病

気
が
目
立
つ
木
を
中
心
に
規
定

の
予
算
で
12
月
か
ら
３
月
に
か

け
、
引
き
続
き
作
業
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　

平
成
23
年
３
月
以
降
３
年

間
、
桜
の
天
狗
巣
病
対
策
を

行
っ
て
お
ら
ず
、
敷
地
内
の
状

況
は
１
本
に
５
〜
６
箇
所
天
狗

巣
病
が
発
生
し
て
い
る
状
況
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

定
期
的
に
対
策
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。

【
再
質
問
】

　

都
市
公
園
の
桜
の
天
狗
巣
病

に
関
し
て
は
造
園
業
者
に
対
策

を
委
託
し
て
い
る
が
、
管
理
の

実
態
は

①
管
理
す
る
桜
の
本
数
は
115
本

あ
る
と
し
て
い
る
が
実
態
は
33

本
少
な
い
82
本
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て

②
枯
れ
た
枝
が
９
箇
所
放
置
さ

れ
管
理
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
状
態
に
つ
い
て

③
業
者
の
報
告
で
平
成
25
年
11

月
に
28
本
の
桜
の
天
狗
巣
病
対

策
を
実
施
し
た
と
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
平
成
26
年
６
月
の
調

査
で
18
本
の
桜
で
天
狗
巣
病
が

残
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

④
都
市
公
園
の
う
ち
桜
の
本
数

が
多
い
見
晴
し
公
園
に
つ
い

て
、
業
者
は
75
本
の
桜
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
４
本
の
桜
に
天

狗
巣
病
が
あ
り
、
平
成
25
年
11

月
に
対
策
を
実
施
し
た
と
報
告

を
し
て
い
る
が
、
平
成
26
年
６

月
の
調
査
で
は
、
34
本
し
か
桜

は
植
栽
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

う
ち
17
本
は
山
桜
な
ど
天
狗
巣

病
に
か
か
り
に
く
い
桜
で
、
残

り
の
17
本
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で

あ
る
が
、
こ
の
17
本
が
100
％
天

狗
巣
病
に
か
か
っ
て
い
る
状
態

に
つ
い
て

【
都
市
住
宅
課
長
】

　

今
年
の
11
月
頃
に
公
園
を
調

査
し
て
天
狗
巣
病
だ
け
で
無
く

枯
れ
た
枝
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
し
っ
か
り
対
策
を

し
て
参
り
た
い
。

そ
の
他
、「
医
療
・
介
護
総
合

法
の
成
立
を
ふ
ま
え
て
」
を
質

問
し
て
い
る
。

Q
桜
の
天
狗
巣
病
対
策
に
本
腰
を

A
継
続
的
に
根
気
よ
く
対
策
を
し
て
参
り
た
い

上　

野　

武　

彦　

議
員
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今
後
、
親
族
等
に
よ
る
成
年

後
見
の
困
難
な
も
の
が
増
加
す

る
も
の
と
見
込
ま
れ
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約
の
支
援
な

ど
を
中
心
に
、
成
年
後
見
の

担
い
手
と
し
て
町
民
の
役
割
が

強
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
町
は
市
民
後
見
人
を
育
成

し
、
そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
高
齢
者
の
権
利
擁

護
を
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ど
う
対
応
す
る
の
か
に
つ
い
て

町
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

①
町
内
で
後
見
人
を
利
用
し
て

い
る
数
に
つ
い
て

②
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
支
援
度
Ⅱ
以
上
の
高
齢
者

数
に
つ
い
て

③
成
年
後
見
関
係
事
件
の
申
立

件
数
に
つ
い
て

そ
の
う
ち
町
長
申
立
件
数
に
つ

い
て

④
近
隣
町
村
の
申
立
件
数
に
つ

い
て

【
福
祉
課
長
】

①
町
内
で
は
、
平
成
26
年
９
月

１
日
現
在
で
33
名
が
利
用
し
て

い
る
。

②
平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
、

自
立
支
援
度
者
１
千
538
名
の
う

ち
891
名
で
57
．
９
％
で
あ
る
。

③
申
立
件
数
に
つ
い
て
は
、
家

庭
裁
判
所
で
把
握
し
て
い
な
い
。

　

町
長
申
立
件
数
は
平
成
21

年
、
平
成
22
年
各
々
２
件
、
平

成
23
年
、
平
成
24
年
、
平
成
25

年
は
各
々
１
件
で
計
７
件
で
あ

る
。

④
平
成
25
年
度
で
、
85
件
で
あ

る
。
函
館
市
は
１
件
、
北
斗
市

は
２
件
、
八
雲
町
は
１
件
、
木

古
内
町
、
森
町
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　【再
質
問
】

　

老
人
福
祉
法
第
32
条
（
平
成

24
年
４
月
１
日
施
行
）
の
２
に

あ
る
今
後
の
市
民
後
見
人
に
つ

い
て
の
養
成
事
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

【
福
祉
課
長
】

　

市
民
後
見
人
養
成
研
修
に
つ

い
て
は
、
選
考
委
員
会
等
を
設

置
す
る
な
ど
し
て
、
被
後
見
人

の
状
況
な
ど
も
十
分
に
検
討
を

行
っ
た
う
え
で
適
任
者
を
決
定

し
、
家
庭
裁
判
所
に
推
薦
す

る
。

　

１
市
４
町
で
市
民
後
見
人
養

成
研
修
の
実
施
段
階
で
あ
る
。

　

市
民
後
見
人
養
成
の
た
め
の

基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
55
時
間
も

あ
り
、
ま
た
預
貯
金
管
理
な
ど

大
変
な
こ
と
が
あ
る
の
で
、
な

か
な
か
適
任
者
不
足
で
あ
る

が
、
必
要
な
認
知
症
高
齢
者
が

日
々
増
え
て
ゆ
く
こ
こ
と
は
確

か
な
の
で
、
速
や
か
に
進
め
て

ゆ
き
た
い
。

　

そ
の
他
、「
町
外
在
住
の
職

員
を
き
ち
ん
と
評
価
す
べ
き
で

あ
る
」、「
部
制
の
導
入
に
つ
い

て
」、「
七
飯
町
の
人
口
は
増
加

に
な
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
」、

「
公
募
制
導
入
の
可
否
に
つ
い

て
」、「
災
害
時
に
お
け
る
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
対
応
に
つ
い

て
」、「
社
会
福
祉
協
議
会
の
中

立
性
に
つ
い
て
」
を
質
問
し
て

い
る
。

Q
市
民
後
見
人
導
入
時
期
に
つ
い
て

A
す
み
や
か
に
実
施
し
ま
す

横　

田　

有　

一　

議
員

経

済

産

業

《
調
査
事
項
》

・
町
道
中
島
４
号
線
（
胤
松
閣

道
路
）
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

・
町
道
及
び
生
活
環
境
道
路
の

未
整
備
路
線
の
状
況
に
つ
い
て

・
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
へ
の
財
政
支
援

の
状
況
に
つ
い
て

〔
調
査
の
目
的
〕

　

町
道
中
島
４
号
線
（
胤
松
閣

道
路
）
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

は
、
現
状
と
整
備
の
考
え
方
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

町
道
及
び
生
活
環
境
道
路
の

未
整
備
路
線
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
町
道
路
線
の
状
況
及
び
未

整
備
路
線
の
整
備
、
維
持
補
修

の
考
え
方
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。

　

七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
へ
の
財
政
支
援

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
補
助
金

（
負
担
金
）
の
用
途
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

【
町
道
中
島
４
号
線
（
胤
松
閣

道
路
）
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
】

　

町
道
中
島
４
号
線
（
胤
松
閣

道
路
）
は
、
延
長
787
㍍
、
幅
員

３
．
０
㍍
〜
７
．
０
㍍
の
路
線

で
あ
る
。

　

本
路
線
は
、
久
根
別
道
路
踏

切
か
ら
胤
松
閣
道
路
踏
切
ま
で

は
舗
装
さ
れ
て
い
る
が
、
胤
松

閣
道
路
踏
切
か
ら
町
道
中
之
島

線
と
の
交
差
点
ま
で
は
未
舗
装

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
本
路
線
は
土
地
所
有

者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
未
舗
装

と
な
っ
て
お
り
、
道
路
側
溝
も

整
備
さ
れ
ず
、
乾
燥
時
で
の
埃

や
降
雨
時
の
排
水
処
理
で
苦
慮

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
下
水
道
管
も
埋
設
し

て
お
ら
ず
、
家
庭
か
ら
の
雑
排

水
は
素
掘
り
の
側
溝
に
流
れ
、

蚊
の
発
生
源
や
悪
臭
の
原
因
と

な
っ
て
お
り
、
衛
生
面
で
も
問

題
が
生
じ
て
い
る
。

　

用
地
交
渉
の
経
過
に
つ
い
て

は
、
近
年
に
お
い
て
、
平
成
23

年
４
月
か
ら
土
地
所
有
者
に
対

し
、
用
地
解
決
に
向
け
た
協
議

の
場
を
設
け
て
い
た
だ
く
よ
う

働
き
か
け
、
平
成
23
年
５
月
か

ら
平
成
26
年
６
月
ま
で
に
文
章

で
の
や
り
取
り
の
他
、
東
京
で

の
交
渉
を
含
め
８
回
お
こ
な
っ

て
い
る
。

【
町
道
及
び
生
活
環
境
道
路
の

未
整
備
路
線
の
状
況
に
つ
い

て
】

　

七
飯
町
の
平
成
25
年
度
末
の

町
道
路
線
は
、
20
地
区
に
ブ

ロ
ッ
ク
化
さ
れ
、
全
体
で
580
路

線
、
実
延
長
で
29
万
７
千
415
．

４
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
、
改
良
済
み
の
延

長
は
、
21
万
６
千
23
．
１
㍍
で

改
良
率
は
72
．
63
％
、
舗
装
率

は
72
．
50
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
未
改
良
・
未
舗
装
の

未
整
備
路
線
は
、
15
地
区
で
35

路
線
、
実
延
長
で
３
万
707
．
６

㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
軍
川
６
号
線
に
つ
い

て
は
、
現
在
整
備
中
で
、
平
成

28
年
度
で
の
整
備
完
了
を
め
ざ

し
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

生
活
環
境
道
路
は
、
町
内
に

15
カ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
整
備

済
み
路
線
が
９
路
線
、
整
備

中
・
休
止
中
が
４
路
線
、
未
整

備
路
線
が
２
路
線
あ
る
が
、
こ

の
２
路
線
に
つ
い
て
は
、
平
成

常
任
委
員
会
活
動
報
告

【
所
管
事
務
調
査
】
要
旨
を
掲
載
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25
年
度
以
降
に
着
手
し
て
お

り
、
現
在
整
備
中
と
な
っ
て
い

る
。

　

未
整
備
路
線
の
整
備
及
び
維

持
補
修
の
考
え
方
は
、
平
成
25

年
度
末
の
未
整
備
路
線
は
35
路

線
あ
る
が
、
中
野
１
号
線
、
軍

川
６
号
線
、
中
島
４
号
線
、
大

中
山
５
号
線
、
上
軍
川
４
号
線

は
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る

が
、
残
り
の
30
路
線
は
民
家
が

無
い
、
あ
る
い
は
交
通
量
が
ほ

と
ん
ど
無
い
状
態
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
段
階
で
の
整
備
の
必

要
性
は
無
い
と
判
断
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
現
地
で
の
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
に
よ
り
、
危
険
個
所
の

早
期
発
見
・
早
期
補
修
に
努

め
、
適
切
な
維
持
管
理
を
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

第
９
次
町
道
整
備
５
ヶ
年
計

画
（
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
）
の
、
整
備
計
画
路
線
数

は
31
路
線
、
そ
の
内
平
成
25
年

度
末
ま
で
の
整
備
着
手
は
22
路

線
、
整
備
完
了
は
10
路
線
、
未

着
手
は
９
路
線
と
な
っ
て
い

る
。
整
備
延
長
で
は
１
万
４
千

949
㍍
の
内
、
整
備
済
み
の
延
長

は
９
千
544
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
事
業
費
で
は
38
億
８
千
871

万
１
千
円
の
内
、
整
備
済
み
の

事
業
費
は
25
億
８
千
318
万
３
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
環
境
道
路
の
認

定
に
つ
い
て
は
、
住
宅
団
地
内

道
路
並
び
に
住
宅
団
地
間
を
接

続
す
る
道
路
の
整
備
及
び
管
理

に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
、
七

飯
町
生
活
環
境
道
路
条
例
に
よ

り
認
定
を
行
っ
て
い
る
。
生
活

環
境
道
路
は
町
道
の
認
定
基
準

に
合
わ
な
い
道
路
の
内
、
一
般

住
民
が
利
用
で
き
る
住
宅
団
地

内
道
路
で
、
第
１
種
と
第
２
種

の
生
活
環
境
道
路
が
あ
る
。

　

第
１
種
の
認
定
基
準
は
、
道

路
の
幅
員
が
４
㍍
以
上
で
、
住

宅
団
地
が
０
．
５
㌶
以
上
、
又

は
土
地
利
用
率
が
50
％
以
上
で

あ
る
こ
と
。
民
地
で
あ
れ
ば
用

地
確
定
し
て
か
ら
町
に
寄
付
を

す
る
こ
と
。
４
㍍
未
満
で
あ
っ

て
も
前
記
の
幅
員
以
外
の
条
件

を
満
た
し
て
町
道
等
に
通
り
抜

け
が
で
き
る
こ
と
が
基
準
と

な
っ
て
い
る
。
原
則
道
路
整

備
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
町

で
行
う
が
、
一
部
を
地
主
又
は

利
用
者
の
負
担
に
よ
り
工
事
を

進
め
る
こ
と
も
あ
る
。

　

第
２
種
の
認
定
基
準
は
、
道

路
幅
員
に
つ
い
て
４
㍍
の
確
保

が
可
能
で
、
当
該
道
路
に
沿
っ

て
家
が
立
ち
並
ん
で
い
る
こ

と
。
道
路
の
土
地
所
有
者
が
、

底
地
を
用
地
確
定
し
て
町
に
寄

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

道
路
の
建
設
に
あ
た
っ
て
重
大

な
違
反
行
為
が
無
い
こ
と
。
以

上
の
３
つ
の
要
件
を
全
て
満
た

す
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
道
路
整
備
、
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
道
路
敷
地
の
所
有
者

が
す
べ
て
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　

町
道
及
び
生
活
環
境
道
路
以

外
で
、
町
が
所
有
す
る
道
路
に

つ
い
て
は
、
都
市
計
画
区
域
の

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区

域
の
中
で
、
も
と
も
と
住
宅
が

立
ち
並
ん
で
い
る
所
は
都
市
住

宅
課
で
整
備
を
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

次
期
計
画
の
第
10
次
町
道
整

備
５
ヶ
年
計
画
（
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
31
年
度
）
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
早
期
に
整
備
効

果
を
高
め
る
た
め
に
継
続
事
業

を
優
先
し
、
未
着
手
の
９
路
線

及
び
休
止
路
線
は
、
整
備
の
効

果
、
緊
急
度
等
に
つ
い
て
再
検

討
を
し
、
新
規
整
備
路
線
の
選

定
は
、
安
全
の
観
点
か
ら
事
故

防
止
、
危
険
個
所
の
解
消
を
重

点
的
に
考
慮
し
選
定
す
る
と
し

て
い
る
。

【
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
へ
の
財
政
支
援

の
状
況
に
つ
い
て
】

　

七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
へ
の
運
営
補
助

金
に
つ
い
て
は
、〈
表
１
〉
の

と
お
り
で
あ
る
。　
　

　

運
営
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
に
初
度
設
備
を
含

む
補
助
と
し
て
、
700
万
円
、
平

成
23
年
度
は
500
万
円
、
平
成
24

年
度
は
500
万
円
、
平
成
25
年
度

に
つ
い
て
は
、
七
飯
大
沼
国
際

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の

会
計
年
度
が
変
更
と
な
っ
た
た

め
、
当
初
300
万
円
の
補
助
を
決

定
し
て
い
た
が
、
150
万
円
の
交

付
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

運
営
補
助
金
の
目
的
に
つ
い

て
、
平
成
22
年
度
当
初
は
、
人

件
費
相
当
額
と
し
て
い
た
が
、

事
業
を
推
進
す
る
上
で
様
々
な

試
み
が
さ
れ
て
お
り
、
対
象
人

件
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
は
290
万
１
千
943
円
、
平
成
23

年
度
は
171
万
９
千
700
円
、
平
成

24
年
度
は
218
万
６
千
757
円
、
平

成
25
年
度
は
112
万
４
千
368
円
の

決
算
額
と
な
っ
て
い
る
。
差
額

に
つ
い
て
は
、
事
業
の
推
進
の

た
め
運
営
費
補
助
に
充
て
て
い

る
。

　

次
に
事
業
別
補
助
金
の
負
担

金
（
大
沼
観
光
振
興
補
助
金
を

含
む
）
に
つ
い
て
は
、〈
表
２
〉

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

事
業
別
の
補
助
金
（
負
担

金
）
は
、
平
成
22
年
度
に
607
万

１
千
円
、
平
成
23
年
度
は
558
万

１
千
円
、
平
成
24
年
は
530
万

円
、
平
成
25
年
度
に
つ
い
て

は
、
七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
会
計
年
度

が
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
360
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
別

の
内
訳
を
見
る
と
、
年
間
530
万

円
の
補
助
金
と
な
っ
て
い
る
。

３
．
ま
と
め

　

町
道
中
島
４
号
線
（
胤
松
閣

道
路
）
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

と
の
交
渉
経
過
を
見
る
と
同
意

を
得
る
こ
と
の
難
し
さ
は
理
解

で
き
る
も
の
の
、
実
際
に
地
域

で
生
活
を
し
て
い
る
住
民
の
環

境
は
、
砂
利
道
に
よ
る
乾
燥
時

期
の
埃
や
、
雨
水
、
生
活
排
水

の
処
理
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

な
ど
衛
生
的
な
環
境
と
は
言
え

＜表２＞事業別補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

大 沼 湖 水 ま つ り 補 助 金 1,700 1,700 1,700 - 1,700
大 沼 紅 葉 ま つ り 補 助 金 200 200 - - -
北海道大沼グレートラン・ウォーク負担金 700 - - - -
北海道大沼グレートラン・ウォーク補助金 700 700 700 700
大沼函館雪と氷の祭典負担金 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500
観光誘致プロモーション事業補助金 471 81 - - -
大 沼 観 光 事 業 補 助 金 500 400 400 400 -

合　　　　計 6,071 5,581 5,300 3,600 4,900
※大沼紅葉まつりは、平成 23 年度開催をもって終了。
※大沼観光振興事業補助金は、一般財団法人自然公園財団からの寄付金に基づき支出。

＜表１＞七飯大沼国際観光コンベンション協会への運営補助金　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

七飯大沼国際コンベンション協会
運営補助金 7,000 5,000 5,000 1,500 3,000

（大沼観光協会運営補助金） 225 - - - -
合　　　　計 7,225 5,000 5,000 1,500 3,000

※ 平成25年度の補助決定額は3,000千円であったが、協会会計年度の改定に伴い清算をしたため、
　1,500千円となっている。
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な
い
状
態
で
あ
る
。
今
後
も
粘

り
強
い
交
渉
に
よ
り
土
地
の
早

期
解
決
及
び
素
掘
り
側
溝
の
汚

泥
処
理
に
つ
い
て
は
速
や
か
に

対
応
す
る
こ
と
を
強
く
望
む
も

の
で
あ
る
。

　

町
道
及
び
生
活
環
境
道
路
の

未
整
備
路
線
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
町
道
は
第
９
次
町
道
整
備

５
ヶ
年
計
画
に
よ
り
計
画
的
に

整
備
を
進
め
、
そ
の
進
捗
状
況

は
、
平
成
26
年
度
道
路
整
備
予

定
事
業
（
５
路
線
）
を
加
え
て

も
、
68
．
27
％
と
な
っ
て
い

る
。
残
り
は
次
期
計
画
へ
再
検

討
を
し
て
盛
り
込
む
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
第
９
次
町
道
整
備

５
ヶ
年
計
画
に
お
い
て
も
、
安

全
の
観
点
か
ら
事
故
防
止
、
危

険
個
所
の
解
消
を
重
点
的
に
考

慮
し
計
画
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
で
き
る
限
り
継
続
す

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
よ
り
住
民
に
密
着
し

た
生
活
環
境
道
路
に
認
定
さ
れ

て
い
る
路
線
に
つ
い
て
は
、
整

備
計
画
を
も
っ
て
未
整
備
路
線

の
解
消
を
行
い
、
生
活
環
境
道

路
の
認
定
が
可
能
な
私
道
に
つ

い
て
も
、
生
活
環
境
道
路
へ
の

認
定
を
進
め
整
備
す
る
事
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

　

七
飯
大
沼
国
際
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
へ
の
財
政
支
援

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
沼
の

観
光
振
興
の
た
め
、
運
営
補
助

金
と
し
て
300
万
円
、
事
業
費
補

助
金
と
し
て
530
万
円
、
合
わ
せ

て
830
万
円
の
補
助
が
さ
れ
て
お

り
、
平
成
26
年
で
105
回
目
と
な

る
、
大
沼
湖
水
ま
つ
り
を
は
じ

め
と
す
る
歴
史
あ
る
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
や
、
大
沼
の
魅
力
を
発

信
す
る
様
々
な
取
り
組
み
の
努

力
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
観
光
振
興
の
た
め

の
補
助
金
で
あ
る
た
め
、
大
枠

で
の
理
解
は
で
き
る
が
、
当
初

人
件
費
相
当
額
と
さ
れ
て
い
た

運
営
補
助
金
が
、
人
件
費
以
外

の
運
営
費
に
も
充
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
議
会
へ

の
説
明
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今

後
変
更
が
あ
っ
た
時
に
は
、
す

み
や
か
に
説
明
す
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

総

務

財

政

《
調
査
事
項
》

・
中
長
期
の
財
政
運
営
に
つ
い

て〔
調
査
の
目
的
〕

　

七
飯
町
の
財
政
は
厳
し
い
状

況
で
は
あ
る
も
の
の
、
今
年
度

か
ら
七
飯
消
防
庁
舎
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
、
大
中
山

小
学
校
の
改
築
に
向
け
た
実
施

設
計
な
ど
の
大
型
事
業
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

中
長
期
的
財
政
計
画
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

【
七
飯
町
財
政
計
画
に
つ
い
て
】

⑴
今
後
５
年
間
の
財
政
の
見
通

し
　

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
30
年

度
ま
で
の
今
後
５
年
間
に
お
け

る
決
算
額
及
び
基
金
残
高
、
実

質
公
債
費
比
率
、
財
政
力
指
数

等
は
〈
表
１
〉
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

歳
入
合
計
か
ら
歳
出
合
計
を

差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
い
ず

れ
も
黒
字
あ
る
い
は
収
支
同
額

で
あ
る
が
、
平
成
28
年
度
か

ら
は
赤
字
を
基
金
に
よ
り
補

て
ん
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
伴
い
基
金
現
在

高
も
平
成
28
年
度
か
ら
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

　

町
税
・
普
通
交
付
税
等
の
経

常
一
般
財
源
の
う
ち
、
公
債
費

や
公
営
企
業
債
に
対
す
る
繰
出

金
な
ど
の
公
債
費
に
準
ず
る
も

の
を
含
め
た
実
質
的
な
公
債
費

相
当
額
に
充
当
さ
れ
た
割
合
を

示
す
実
質
公
債
費
比
率
は
、
七

飯
消
防
庁
舎
の
建
設
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
及
び
大
中

山
小
学
校
の
改
築
（
以
下
「
３

大
事
業
」
と
い
う
。）
に
よ
る

公
債
費
（
元
利
償
還
金
）
の
増

加
に
よ
り
、
徐
々
に
高
く
な
り

悪
化
す
る
が
、
起
債
許
可
制
団

体
の
基
準
と
な
る
18
％
を
下

回
っ
て
い
る
。

　

想
定
さ
れ
る
将
来
の
負
担

が
、
一
般
財
源
等
の
財
政
規
模

を
表
す
標
準
財
政
規
模
１
年
分

の
何
倍
あ
る
か
を
示
す
指
標
の

将
来
負
担
比
率
は
、
３
大
事
業

に
よ
る
地
方
債
の
未
償
還
残
高

の
増
加
に
よ
り
、
急
激
に
高
く

な
り
悪
化
す
る
が
、
早
期
健
全

化
団
体
の
基
準
と
な
る
350
％
を

下
回
っ
て
い
る
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を

示
す
３
カ
年
平
均
の
財
政
力
指

数
は
、
０
．
43
〜
０
．
45
で
推

移
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
横

ば
い
で
あ
る
が
、
平
成

28
年
度
か
ら
微
増
し
て

い
る
。

　

地
方
債
現
在
高
は
、

平
成
25
年
度
の
92
億
１

千
700
万
円
か
ら
平
成
30

年
度
の
108
億
６
千
200
万

円
と
16
億
４
千
500
万
円

増
加
し
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
替
及
び
大

中
山
小
学
校
の
改
築
が

大
き
く
影
響
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
３
大
事
業
の

ひ
と
つ
で
あ
る
大
中
山

小
学
校
の
改
築
は
、
平

成
25
年
度
に
基
本
設

計
、
平
成
26
年
度
に
実

施
設
計
が
終
了
し
、
平

成
27
年
度
か
ら
屋
内
体

育
館
の
建
設
が
始
ま
る

が
、
試
算
で
は
平
成
28

年
度
に
す
べ
て
の
事
業

を
実
施
し
た
場
合
と
い
う
条
件

で
行
っ
て
お
り
、
事
業
費
は
あ

く
ま
で
も
現
時
点
で
見
込
ま
れ

る
最
低
の
金
額
で
、
用
地
購
入

に
係
る
費
用
な
ど
は
見
込
ん
で

は
い
な
い
。

⑵
今
後
５
カ
年
の
大
型
公
共
事

業
の
見
通
し
に
つ
い
て

　

３
大
事
業
で
あ
る
大
中
山
小

学
校
改
築
事
業
は
、
平
成
25
年

度
に
基
本
設
計
、
平
成
26
年
度

に
実
施
設
計
が
終
了
し
、
平
成

27
年
度
か
ら
屋
内
体
育
館
の
建

設
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
は
校

舎
、
プ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

外
構
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
将
来
的
に
は
大
中
山
出
張

所
を
含
む
複
合
施
設
の
建
設
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

冬
ト
ピ
ア
団
地
長
寿
命
化
改

修
事
業
は
、
平
成
24
年
度
補
正

予
算
で
計
上
し
、
繰
越
明
許
に

よ
り
、
平
成
25
年
度
か
ら
全
10

棟
を
毎
年
１
棟
の
ペ
ー
ス
で
改

修
工
事
を
実
施
し
、
10
年
間
の

継
続
的
事
業
と
な
る
見
通
し
で

あ
る
。
平
成
26
年
度
の
事
業
費

は
１
億
２
千
800
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

道
路
整
備
、
河
川
整
備
、
都

市
公
園
（
遊
具
更
新
）
整
備
に

つ
い
て
は
、
毎
年
７
月
の
地
方

交
付
税
の
状
況
を
見
な
が
ら
実

＜表１＞財政推計における財政指標等（一般会計）　　　　　　　　　　（単位：百万円、ポイント、％）

区　　分 平成25年度
決　算

平成26年度
当初予算

平成27年度
推　計

平成28年度
推　計

平成29年度
推　計

平成30年度
推　計

歳 入 合 計 9,833 11,187 9,460 12,132 9,137 9,100
歳 出 合 計 9,575 10,990 9,223 12,418 9,164 9,247
差 引 258 197 237 ▲ 286 ▲ 27 ▲ 147
基金繰入（取崩）額 3 581 0 286 27 147
形 式 収 支 255 197 237 0 0 0
基 金 現 在 高 2,971 2,609 2,609 2,323 2,297 2,150
実質公債費比率（%） 8.3 8.6 8.9 9.4 10.0 11.3
将 来 負 担 比 率（%） 8.6 61.2 57.4 98.5 94.3 89.1
財 政 力 指 数（㌽） 0.43 0.43 0.43 0.44 0.45 0.45
地 方 債 残 高 9,217 10,156 9,940 11,851 11,440 10,862
※平成26年度については、政策後の予算と平成２５年度からの繰越明許の額を加えた金額
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施
す
る
こ
と
と
な
る
。

⑶
大
型
公
共
事
業
と
第
４
次
七

飯
町
総
合
計
画
の
整
合
性
に
つ

い
て

　

大
型
公
共
事
業
と
第
４
次
七

飯
町
総
合
計
画
（
以
下
「
総
合

計
画
」
と
い
う
。）
と
の
整
合

性
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
消
防
署
庁
舎
建
設
事
業
】

基
本
目
標
▽
１
生
活
基
盤　

基
本
計
画
▽
４
消
防
・
救
急
・

防
犯
体
制
の
充
実

　

総
合
計
画
（
改
定
版
）
の
基

本
計
画
・
戦
略
計
画
の
基
本
事

業
に
「
庁
舎
改
築
事
業
」
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

建
設
計
画
は
、
平
成
24
年
度

に
基
本
設
計
、
平
成
25
年
度
に

実
施
設
計
、
用
地
購
入
、
平
成

26
年
度
に
建
設
、
完
成
と
な
っ

て
い
る
。

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
事

業
】

基
本
目
標
▽
４
教
育
・
文
化

基
本
計
画
▽
１
幼
児
・
学
校
教

育
の
充
実

　

総
合
計
画
（
改
定
版
）
に
は

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て

具
体
的
な
記
載
は
な
い
。

　

な
お
、「
施
策
の
取
組
方
向
」

の
中
で
「
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
び
、
遊
び
、

交
流
で
き
る
教
育
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
教
育
関
連
施
設
を
整

備
し
ま
す
。
す
べ
て
の
施
設
に

お
い
て
、
安
全
で
快
適
な
教
育

環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
、
耐

震
化
と
老
朽
化
し
た
施
設
の
改

築
を
図
る
と
と
も
に
、
校
舎

内
・
敷
地
内
で
の
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。」
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
に
道
内
の
自
治
体

で
発
生
し
た
食
中
毒
事
件
や
、

道
内
で
一
番
古
く
保
健
所
か
ら

の
改
善
指
導
も
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
優
先
し
建
替
事

業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

【
大
中
山
小
学
校
改
築
事
業
】

基
本
目
標
▽
４
教
育
・
文
化　

基
本
計
画
▽
１
幼
児
・
学
校
教

育
の
充
実

　

総
合
計
画
（
改
定
版
）
の
基

本
計
画
・
戦
略
計
画
の
基
本
事

業
に
大
中
山
小
学
校
の
記
載
は

な
い
が
、「
施
策
の
取
組
方
向
」

の
中
で
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と

同
様
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　

建
設
計
画
は
平
成
25
年
度
に

基
本
設
計
、
平
成
26
年
度
に
実

施
設
計
、
平
成
27
年
度
に
用
地

購
入
及
び
屋
内
体
育
館
建
設
、

平
成
28
年
度
以
降
に
校
舎
等
を

建
設
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

⑷
起
債
の
償
還
の
見
通
し
に
つ

い
て

　

起
債
償
還
の
今
後
の
見
通
し

は
、〈
表
２
〉
及
び
〈
表
３
〉

の
と
お
り
で
あ
る
。〈
表
２
〉

が
平
成
25
年
度
ま
で
に
発
行
し

た
起
債
、〈
表
３
〉
が
平
成
26

年
度
以
降
に
発
行
す
る
起
債
に

係
る
償
還
額
と

な
っ
て
い
る
。

　
〈
表
３
〉
に

関
し
て
、「
公

共
事
業
等
継
続

分
」
は
、
冬
ト

ピ
ア
団
地
長
寿

命
化
改
修
事
業

や
そ
の
他
の
事

業
を
予
定
し
て

お
り
、
毎
年
度

１
億
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

総
計
の
欄

は
、
償
還
額

「
臨
時
財
政
対

策
債
」
を
今
後

も
毎
年
度
４
億

万
円
の
発
行
を

予
定
し
、
元
金

据
え
置
き
期
間

が
終
了
す
る
平

成
29
年
度
か
ら

償
還
額
が
増
加

と
な
る
。

⑸
債
務
負
担
の
見
通
し
に
つ
い

て
　

債
務
負
担
の
今
後
の
見
通
し

は
、〈
表
４
〉
の
と
お
り
で
あ

り
、
平
成
26
年
度
以
降
で
支
出

が
あ
る
事
項
を
記
載
し
て
い

る
。　

　

平
成
27
年
度
が
大
幅
に
増
え

て
い
る
の
は
、
国
営
農
業
用
水

再
編
対
策
事
業
（
大
野
平
野
地

区
）
が
平
成
26
年
度
で
完
了
す

る
こ
と
に
よ
り
、
償
還
負
担
金

を
平
成
27
年
度
で
一
括
支
出
す

る
た
め
で
あ
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設

は
、
３
年
毎
の
更
新
で
あ
る

が
、
更
新
さ
れ
る
も
の
と
し
て

い
る
。

　

固
定
資
産
土
地
評
価
業
務
委

託
は
、
３
年
毎
に
評
価
替
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
、
29
年

度
の
支
出
予
定
額
と
し
た
。

⑹
今
後
５
カ
年
の
各
基
金
の
見

通
し
に
つ
い
て

　

今
後
５
カ
年
の
各
基
金
の
見

通
し
は
、〈
表
５
〉
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
の
最
終
予
算
で

＜表２＞公債費支出予定額（平成25年度までに発行した起債）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

既　発　債　（確定分）
平25 平26 平27 平28 平29 平30

（決算額） （第１年度）（第２年度）（第３年度）（第４年度）（第５年度）
公共事業等 32,674 31,525 30,262 30,749 28,955 25,330
一般事業 24,161 9,003 9,003 9,003 9,003 9,003
臨時地方道整備事業 177,822 161,639 146,747 137,391 133,476 129,062
臨時河川等整備事業 7,047 6,415 6,409 6,403 6,397 6,392
地域再生事業 27,108 26,762 26,415 23,182 19,671 19,446
地域総合整備事業 10,232 　 　 　 　 　
公営住宅建設事業 96,491 93,259 96,922 99,069 84,473 67,392
学校教育施設等整備事業 80,840 100,826 107,898 108,885 108,885 99,802
辺地対策事業債 16,189 13,505 10,700 7,466 5,056 　
単独災害復旧事業 1,227 1,227 915 915 915 414
補助災害復旧事業 356 356 356 356 356 　
一般廃棄物処理事業 38,100 38,100 37,309 36,518 36,518 36,518
厚生福祉施設整備事業 61,239 61,239 49,821 23,621 8,837 8,837
一般補助施設整備事業 4,568 4,526 4,481 4,755 4,710 4,665
国の予算等貸付金債 3,864 3,877 4,358 4,358 3,851 3,863
財源対策債 88,751 85,374 81,198 75,980 73,815 69,420
臨時財政特例債 1,466 　 　 　 　 　
減税補てん債 66,265 63,890 24,802 24,802 24,802 24,802
臨時税収補てん債 10,069 10,069 10,069 10,069 10,069 　
臨時財政対策債 245,959 287,680 383,068 379,191 377,949 376,706
上水道一般会計出資債 632 632 632 632 632 632
借換債 28,968 28,815 　 　 　 　

既発債　計　① 1,024,029 1,028,719 1,031,366 983,345 938,371 882,283

＜表３＞公債費支出予定額（平成26年度以降に発行する起債）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

平26年度以降新発債
平25 平26 平27 平28 平29 平30

（決算額） （第１年度）（第２年度）（第３年度）（第４年度）（第５年度）
公共事業等継続分
（毎年度１億円） 　 　 850 1,850 2,850 9,261

給食センター建替事業
（平26　12億円） 　 　 14,420 14,400 14,400 78,244

国営土地改良事業
（平27　２億円） 　 　 　 1,700 2,000 2,000

大中山小学校建替事業
（平28　23億円） 　 　 　 　 26,600 26,600

臨時財政対策債
（毎年度４億円） 　 　 2,680 5,830 65,130 124,040

新発債　計　② 　 　 17,950 23,780 110,980 240,145

総　計　①＋② 1,024,029 1,028,719 1,049,316 1,007,125 1,049,351 1,122,428
（注）　一時借入金に係る利子分除く
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は
約
３
億
８
千
万
円
の
基
金
取

り
崩
し
と
な
っ
て
い
た
が
、
決

算
で
は
約
300
万
円
と
な
り
、
基

金
現
在
高
は
約
29
億
７
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
の
政
策
後
予
算

（
５
月
臨
時
会
補
正
）
で
は
約

５
億
８
千
万
円
の
基
金
取
り
崩

し
と
な
っ
て
い
る
。

　

３
大
事
業
の
起
債
の
元
金
償

還
が
平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
る

こ
と
に
よ
り
、
公
債
費
が
増
加

す
る
が
基
金
取
り
崩
し
で
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
補
助
金
・
起
債
で
不

足
す
る
財
源
に
つ
い
て
も
、
基

金
で
の
対
応
と
な
る
た
め
、
平

成
30
年
度
末
の
残
高
は
約
21
億

５
千
万
円
と
推
定
し
て
い
る
。

⑺
今
後
５
カ
年
の
新
た
な
自
主

財
源
確
保
の
見
通
し
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
以
降
の
新
た
な
自

主
財
源
は
、
平
成
20
年
４
月
30

日
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が

国
会
で
成
立
し
、
七
飯
町
で
は

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
25
年

度
ま
で
の
件
数
及
び
金
額
は
、

〈
表
６
〉
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

平
成
26
年
度
は
７
月
31
日
現

在
で
、
227
件
、
230
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
25
年
度
か
ら
急

激
に
増
加
し
て
い
る
。

４
．
ま
と
め

　

当
委
員
会
は
、
３
大
事
業
な

ど
の
大
型
事
業
が
進
ん
で
き
た

こ
と
か
ら
現
状
の
財
政
状
況
の

把
握
と
今
後
の
財
政
状
況
な
ど

を
主
に
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

　

七
飯
町
の
財
政
状
況
は
、
財

政
指
標
が
示
す
と
お
り
財
政
力

指
数
は
横
ば
い
で
あ
り
、
現
時

点
で
の
地
方
債
残
高
、
基
金
残

高
を
見
た
限
り
で
は
健
全
化
に

あ
る
よ
う
に
伺
え
る
が
、
今
後

の
扶
助
費
の
増
加
や
３
大
事
業

の
起
債
に
対
す
る
償
還
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
基
金
の

取
り
崩
し
を
し
な
け
れ
ば
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
い
状
況

で
あ
り
、
財
政
的
に
は
厳
し
い

状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
型
事
業
ば
か
り
で
な
く
、

老
朽
化
施
設
を
多
く
抱
え
、
近

い
将
来
に
改
築
や
大
規
模
な
補

修
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

財
政
計
画
を
早
急
に
策
定
す
べ

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
七
飯
町
の
最
上
位
計

画
で
あ
る
第
４
次
七
飯
町
総
合

計
画
に
登
載
さ
れ
て
い
る
投
資

的
事
業
は
、
現
段
階
で
計
画
的

な
財
政
の
裏
打
ち
が
さ
れ
て
い

る
と
は
考
え
づ
ら
い
た
め
、
次

期
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
考

慮
す
る
と
早
い
時
期
に
関
係
部

署
が
連
携
し
、
将
来
展
望
を
睨

ん
だ
財
政
計
画
の
伴
う
確
実
性

の
高
い
計
画
に
す
る
べ
き
で
あ

る
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
北
海

道
新
幹
線
の
平
成
27
年
度
開
業

や
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
開

通
に
よ
り
道
南
の
交
通
の
要
衝

と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
将
来

に
向
け
安
定
し
た
財
政
基
盤
を

作
る
た
め
に
、
補
助
率
の
高
い

補
助
金
・
交
付
金
の
活
用
、
地

方
交
付
税
算
入
率
の
高
い
起
債

の
借
入
、
安
定
的
な
一
般
財
源

の
確
保
等
更
な
る
努
力
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

＜表４＞債務負担行為に係る支出予定額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　
平25 平26 平27 平28 平29 平30

（決算額） （第１年度）（第２年度）（第３年度）（第４年度）（第５年度）
渡島東部地区ほ場整備事業 6,611 5,894 5,436 4,830 3,316 1,419
桜町地区排水対策特別事業 3,650 3,650 3,650 3,650 3,357 2,431
豊田地区排水対策特別事業　 2,982 2,982 2,982 2,982 2,982 2,854
デイサービス建設償還補助金 2,824 2,712 　 　 　 　
農業経営基盤強化資金利子補給 2,775 2,307 1,783 922 662 431
次世代農業者支援資金利子助成 18 8 　 　 　 　
国営七飯地区土地改良事業 19,930 20,158 20,160 　 　 　
Ｈ16天災農家営農安定資金等利子補給 56 21 　 　 　 　
国営農業用水再編対策事業償還負担金 　 　 277,226 　 　 　
商工業経営安定資金融資利子補給 508 447 338 221 115 40
事務用パソコン譲渡取得費　 3,018 1,455 　 　 　 　
総合行政情報システム更新事業 35,748 35,117 35,117 31,144 　 　
畜産経営維持緊急支援資金利子補給 69 69 66 62 59 56
指定管理者制度導入施設 　 　 　 　 　 　
大沼国際セミナーハウス等 27,436 28,323 28,500 28,500 28,500 28,500
精神障害者通所授産施設 40,423 40,528 41,000 41,000 41,000 41,000
さくら共同作業所 3,238 3,268 3,261 3,300 3,300 3,300
屋内ゲートボール場 477 492 492 492 500 500
パークゴルフ場 6,550 7,019 7,019 7,019 7,100 7,100
大沼国際交流プラザ場 15,351 15,602 15,602 15,602 16,000 16,000

学校給食運搬車 〔備荒資金組合〕 1,248 30 6,068 6,068 6,067 6,067
町有バス更新事業 〔備荒資金組合〕 13,728 13,667 13,613 6,876 　 　
固定資産土地評価業務委託 1,743 1,491 　 1,610 1,610 　
子ども・子育て支援事業計画策定業務委託 　 2,888 　 　 　 　
総合計画調査策定業務委託 　 3,500 3,500 　 　 　
庁舎内電話機器借上　 　 1,904 2,996 2,996 2,996 2,996

　 　 　 　 　 　 　
合　　計 188,383 185,240 462,313 154,278 114,568 109,698

（注）平成25年度までに支出が完了した事業除く

＜表５＞各基金残高の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　　分 平 25
（決算時）

平 26
（第１年度）

平 27
（第２年度）

平 28
（第３年度）

平 29
（第４年度）

平 30
（第５年度）

財政調整基金 1,037,000 645,000
減債基金 729,000 644,000
特定目的基金 952,456 870,000
活力のあるまちづくり推進基金 361,129 358,000
福祉基金 209,327 110,000
環境保全事業推進基金 66,000 66,000
新幹線事業推進基金 125,000 145,000
社会教育施設整備基金 191,000 191,000

土地開発基金 253,000 253,000
一般会計に属する基金　計 2,971,456 2,609,000 2,609,000 2,323,000 2,297,000 2,150,000
※ 平成26年度の各基金の数値は、政策後予算で2,412,000千円となるが、計の欄は＜表１＞の形式収支に基づく
　「基金現在高」を転記しているため一致しない。

＜表６＞ふるさと納税の状況
年　　度 件　　数 金　　　額
平成２０年度 ４件 ３９０千円
平成２１年度 ４件 ４０４千円
平成２２年度 ３件 ２９５千円
平成２３年度 ５件 ２２５千円
平成２４年度 ３１件 ５１２千円
平成２５年度 １５２件 １，８１２千円
合　　計 １９９件 ３，６３８千円
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民

生

文

教

《
調
査
事
項
》

・
大
中
山
小
学
校
及
び
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
（
ひ
ま
わ
り
ク
ラ

ブ
）
改
築
事
業
に
つ
い
て

・
第
４
期
障
が
い
者
プ
ラ
ン
・

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
に
つ

い
て

・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て

〔
調
査
の
目
的
〕

　

大
中
山
小
学
校
の
改
築
に
あ

た
り
、
大
中
山
小
学
校
土
地
利

用
構
想
に
よ
る
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
の
改
築
を
含
め
た
一
連
の
事

業
経
過
及
び
今
後
の
計
画
な
ど

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

第
４
期
障
が
い
者
プ
ラ
ン
・

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
及
び

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
見
直
し
す
る

こ
と
か
ら
計
画
策
定
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
現
計
画
の
進
捗

状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。

【
大
中
山
小
学
校
及
び
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
（
ひ
ま
わ
り
ク
ラ

ブ
）
改
築
事
業
に
つ
い
て
】

【
大
中
山
小
学
校
土
地
利
用
構

想
の
詳
細
な
経
過
】

　

平
成
21
年
度
に
実
施
し
た
小

中
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
結
果

が
、
平
成
22
年
６
月
に
公
表
さ

れ
、
耐
震
補
強
が
必
要
と
さ
れ

た
施
設
は
５
施
設
あ
っ
た
。

　

そ
の
施
設
に
、
大
中
山
小
学

校
校
舎
（
特
別
教
室
を
除
く
）

及
び
屋
内
体
育
館
が
含
ま
れ
て

お
り
、
耐
震
対
策
を
実
施
す
る

上
で
も
基
本
設
計
実
施
前
に
、

国
の
基
準
に
見
合
う
校
舎
及
び

屋
内
体
育
館
の
面
積
が
、
現
在

の
敷
地
内
に
配
置
可
能
か
ど
う

か
も
含
め
、
建
替
方
法
、
建
替

工
程
計
画
、
仮
設
安
全
計
画
等

の
基
本
的
な
計
画
図
の
作
成
を

依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

　

平
成
24
年
１
月
20
日
、
庁
内

担
当
部
署
に
よ
る
大
中
山
小
学

校
改
築
関
連
事
業
打
合
せ
を
開

催
し
、
大
中
山
小
学
校
、
学
童

保
育
、
役
場
大
中
山
出
張
所
の

状
況
に
関
し
て
の
協
議
を
行

い
、
大
中
山
小
学
校
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
児
童
数
及
び
学
級

数
推
計
（
平
成
29
年
度
ま
で
）、

教
職
員
数
、
地
籍
及
び
施
設
台

帳
、
学
校
施
設
面
積
関
係
、
建

設
年
次
に
つ
い
て
説
明
を
し
て

い
る
。

　

平
成
24
年
４
月
19
日
、
大
中

山
小
学
校
土
地
利
用
構
想
図
作

成
委
託
業
務
の
見
積
合
わ
せ
を

行
っ
て
い
る
。

　

大
中
山
小
学
校
は
、
国
道
５

号
線
と
町
道
大
中
山
１
号
線
等

に
接
続
し
て
い
る
が
、
敷
地
南

側
の
校
門
が
あ
る
正
面
の
入
り

口
は
狭
く
、
役
場
大
中
山
出
張

所
や
旧
大
中
山
公
民
館
（
現
在

は
、
学
童
保
育
施
設
と
し
て
利

用
。）
の
出
入
口
に
も
利
用
さ

れ
て
お
り
狭
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
敷
地
西
側
の
町
道
大

中
山
１
号
線
は
、
都
市
計
画
道

路
「
大
中
山
中
央
通
」
の
計
画

が
あ
り
、
現
在
の
学
校
敷
地
の

一
部
は
道
路
用
地
と
し
て
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

敷
地
北
側
の
町
道
大
中
山
２

号
線
は
、
大
中
山
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
隣
接
し
て
い
る
が
、

休
日
学
校
開
放
等
で
利
用
さ
れ

る
際
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
に
駐
車

場
が
な
い
た
め
、
町
道
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
境
界
に
駐
車
さ
れ
通

行
に
支
障
を
き
た
す
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
た
事
が
あ
る
。

　

新
校
舎
の
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
600
人
前
後
の
児
童
が
通
う

大
規
模
校
で
、
普
通
教
室
、
各

種
特
別
教
室
、
特
別
支
援
教

室
、
延
べ
面
積
１
千
500
平
方

㍍
程
度
の
屋
内
体
育
館
、
プ
ー

ル
、
各
種
屋
外
付
帯
施
設
整
備

等
、
役
場
大
中
山
出
張
所
用

地
、
学
童
保
育
施
設
が
現
在
の

敷
地
に
仮
に
建
っ
た
場
合
ど
う

い
う
土
地
利
用
に
な
る
の
か

を
、
平
面
計
画
３
種
類
に
そ
れ

ぞ
れ
２
種
類
の
土
地
利
用
構
想

図
と
し
て
計
６
種
類
に
ま
と
め

て
い
る
。

【
構
想
図
の
検
討
の
結
果
】

　

パ
タ
ー
ン
Ａ
―
①
…
現
敷
地

内
だ
け
で
建
設
す
る
場
合
に

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
に
仮
設
校

舎
を
建
設
し
な
け
れ
ば
新
校
舎

を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
仮
設
校
舎
の
リ
ー
ス
代

費
用
や
児
童
等
へ
の
影
響
が
大

き
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
建
設
す
る
上
で
の
施

工
ス
ペ
ー
ス
も
不
足
す
る
こ
と

が
言
え
る
。

　

パ
タ
ー
ン
Ａ
―
②
…
現
在
地

に
西
側
の
敷
地
も
含
め
た
計
画

で
は
、
国
道
か
ら
正
面
へ
の
ア

ク
セ
ス
や
駐
車
場
の
確
保
が
出

来
、
現
在
地
だ
け
で
建
設
す
る

よ
り
、
土
地
利
用
状
況
が
向
上

す
る
が
、
一
部
仮
設
校
舎
の

リ
ー
ス
が
必
要
で
あ
る
。

　

パ
タ
ー
ン
Ｂ
―
①
…
パ
タ
ー

ン
Ａ
―
②
の
敷
地
と
河
川
沿
い

の
教
職
員
住
宅
敷
地
や
旧
大
中

山
保
育
所
跡
地
も
含
め
た
場
合

で
は
、
正
面
の
ア
ク
セ
ス
が
向

上
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
に
も
駐

車
場
ス
ペ
ー
ス
等
が
確
保
で
き

る
。
将
来
、
学
校
開
放
時
に
体

育
館
や
プ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
駐
車
場
が
確
保
で
き
、
利
用

性
が
向
上
す
る
。

　

パ
タ
ー
ン
Ｂ
―
②
…
現
在
地

の
南
側
の
敷
地
も
含
め
た
計
画

で
、
パ
タ
ー
ン
Ｂ
―
①
よ
り
も

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
計
画
が
出

来
、
利
用
性
が
さ
ら
に
向
上
す

る
。

　

パ
タ
ー
ン
Ｃ
―
①
…
１
階
を

プ
ー
ル
そ
の
上
に
体
育
館
を
建

設
す
る
計
画
と
し
、
西
側
の
敷

地
を
含
め
た
計
画
で
は
、
土
地

の
利
用
状
況
で
問
題
と
な
っ
て

い
た
国
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
や

駐
車
場
の
確
保
が
出
来
、
現
在

地
だ
け
で
建
設
す
る
よ
り
土
地

の
利
用
状
況
が
向
上
す
る
が
、

一
部
仮
設
校
舎
の
リ
ー
ス
は
必

要
で
あ
り
、
さ
ら
に
プ
ー
ル
上

部
に
体
育
館
を
建
設
す
る
こ
と

か
ら
、
建
物
の
構
造
が
特
殊
に

な
る
た
め
、
建
設
コ
ス
ト
が
高

く
な
る
。

　

パ
タ
ー
ン
Ｃ
―
②
…
パ
タ
ー

ン
Ｃ
―
①
に
現
在
地
南
側
の
敷

地
を
含
め
た
計
画
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
土
地
利
用
の
計
画
は
で

き
る
が
、
仮
設
校
舎
の
リ
ー
ス

や
特
殊
工
法
等
に
よ
る
建
設
コ

ス
ト
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

平
成
24
年
11
月
24
日
、
大
中

山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
大
中
山
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
大
中
山
地
域
子

供
会
、
大
中
山
連
合
町
内
会
、

大
中
山
地
区
単
位
町
内
会
、
大

中
山
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等

で
構
成
さ
れ
て
い
る
大
中
山
小

学
校
及
び
複
合
施
設
改
築
促
進

期
成
会
（
以
下
「
期
成
会
」
と

い
う
。）
と
の
大
中
山
小
学
校

の
改
築
に
関
す
る
意
見
交
換
会

に
お
い
て
、
大
中
山
小
学
校
の

沿
革
、
学
校
施
設
の
概
要
、
児

童
数
及
び
学
級
数
の
推
計
、
耐

震
診
断
結
果
、
改
築
事
業
の
基

本
的
な
考
え
方
な
ど
を
説
明

し
、
そ
の
中
で
大
中
山
小
学
校

土
地
利
用
構
想
案
と
し
て
６
パ

タ
ー
ン
を
報
告
し
て
い
る
。

　

期
成
会
か
ら
は
、
パ
タ
ー
ン

Ｂ
―
②
に
対
し
児
童
の
安
全
確

保
、
災
害
時
の
為
に
も
駐
車
場

は
広
く
確
保
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
２
月
19
日
、
大
中

山
小
学
校
改
築
に
関
す
る
関
係

各
課
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。

１
．
基
本
設
計
を
平
成
25
年
度

早
期
に
行
う
た
め
の
、
用
地
及

び
道
路
等
の
土
地
利
用
に
つ
い

て２
．
現
校
舎
（
平
成
４
年
建
設

部
分
）
利
活
用
の
扱
い
に
つ
い
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て３
．
河
川
敷
地
側
道
路
及
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
山
側
道
路
、
現
在
の

都
市
計
画
街
路
指
定
の
大
中
山

中
央
通
の
扱
い
に
つ
い
て

４
．
仮
設
校
舎
は
利
用
し
な
い

こ
と
に
つ
い
て
（
２
年
間
で
４

億
円
の
費
用
負
担
が
発
生
）

５
．
敷
地
内
樹
木
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
３
月
21
日
、
期
成

会
と
の
大
中
山
小
学
校
及
び
複

合
施
設
改
築
に
関
す
る
協
議
に

お
い
て
、
期
成
会
か
ら
前
回
の

要
望
に
あ
っ
た
パ
タ
ー
ン
Ｂ
―

②
で
の
確
定
で
よ
い
の
か
と
の

意
見
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
そ

れ
で
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
、

基
本
設
計
は
学
校
を
ま
ず
優
先

し
、
複
合
施
設
を
そ
れ
ぞ
れ
に

沿
っ
て
考
え
て
行
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

【
大
中
山
小
学
校
改
築
工
事
基

本
設
計
ま
で
の
詳
細
な
経
過
】

　

当
初
、
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
よ
り
良
い
教
育
施
設
整
備

を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
大
中
山
小
学
校
整
備
検
討
委

員
会
（
仮
称
）」
を
設
置
し
た

い
と
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
、
大
中
山
地
区
か
ら

期
成
会
が
、
住
民
の
声
を
反
映

さ
せ
る
た
め
に
地
域
住
民
の
代

表
と
し
て
設
立
し
、
地
域
住
民

の
声
を
代
表
し
て
早
期
着
工
、

実
現
の
た
め
活
動
を
進
め
る
と

し
て
お
り
、
類
似
し
た
団
体
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

「
大
中
山
小
学
校
整
備
検
討
委

員
会
（
仮
称
）」
を
設
置
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
期
成
会
と
協
議
を

し
な
が
ら
、
改
築
事
業
を
進
め

て
行
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

平
成
24
年
１
月
20
日
、
庁
内

担
当
部
署
に
よ
る
大
中
山
小
学

校
改
築
関
連
事
業
打
合
せ
が
開

催
さ
れ
、
大
中
山
小
学
校
、
学

童
保
育
、
役
場
大
中
山
出
張
所

の
状
況
に
関
し
て
の
協
議
を
行

い
、
大
中
山
小
学
校
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
児
童
数
及
び
学
級

数
推
計
（
平
成
29
年
度
ま
で
）、

教
職
員
数
、
地
籍
及
び
施
設
台

帳
、
学
校
施
設
面
積
関
係
、
建

設
年
次
に
つ
い
て
説
明
を
し
て

い
る
。

　

平
成
24
年
８
月
21
日
、
期
成

会
よ
り
、
七
飯
町
長
へ
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
24
年
11
月
１
日
、
大
中

山
小
学
校
改
築
に
係
る
土
地
利

用
構
想
図
に
つ
い
て
、
庁
内
関

係
部
署
で
打
合
せ
を
行
っ
て
い

る
。
内
容
は
、
11
月
24
日
に
向

け
て
の
内
部
検
討
で
あ
る
。

　

平
成
24
年
11
月
２
４
日
、
大

中
山
コ
モ
ン
に
お
い
て
期
成
会

へ
、
期
成
会
か
ら
の
要
望
書
、

大
中
山
小
学
校
の
沿
革
、
学
校

施
設
の
概
要
、
校
舎
正
面
の
主

な
樹
木
、
学
校
周
辺
の
公
共
施

設
、
児
童
数
及
び
学
級
数
の
推

計
、
耐
震
診
断
結
果
及
び
改
築

事
業
の
基
本
的
な
考
え
方
、
大

中
山
小
学
校
土
地
利
用
構
想
案

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い

る
。

　

平
成
24
年
11
月
27
日
、
議
員

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
期
成

会
に
説
明
し
た
資
料
を
配
付

し
、
期
成
会
と
の
意
見
交
換
会

の
様
子
も
含
め
説
明
を
し
て
い

る
。

　

平
成
25
年
２
月
19
日
、
大
中

山
小
学
校
改
築
に
関
す
る
関
係

各
課
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。

１
．
基
本
設
計
を
平
成
25
年
度

早
期
に
行
う
た
め
の
、
用
地
及

び
道
路
等
の
土
地
利
用
に
つ
い

て２
．
現
校
舎
（
平
成
４
年
建
設

部
分
）
利
活
用
の
扱
い
に
つ
い

て３
．
河
川
敷
地
側
道
路
及
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
山
側
道
路
、
現
在
の

都
市
計
画
街
路
指
定
の
大
中
山

中
央
通
の
扱
い
に
つ
い
て

４
．
仮
設
校
舎
は
利
用
し
な
い

こ
と
に
つ
い
て
（
２
年
間
で
４

億
円
の
費
用
負
担
が
発
生
）

５
．
敷
地
内
樹
木
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
３
月
21
日
、
大
中

山
コ
モ
ン
に
お
い
て
期
成
会
と

協
議
を
開
催
し
、
主
に
複
合
施

設
の
考
え
方
、
土
地
利
用
の
考

え
方
な
ど
を
協
議
す
る
と
と
も

に
、
期
成
会
と
し
て
も
要
望
事

項
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

平
成
25
年
４
月
25
日
、
町
有

地
に
隣
接
す
る
土
地
及
び
支
障

物
件
の
所
有
者
に
、
改
築
事
業

に
伴
う
説
明
の
た
め
個
別
訪
問

し
協
力
依
頼
を
し
て
い
る
。

　

平
成
25
年
５
月
２
日
、
期
成

会
の
意
見
を
集
約
し
た
２
回
目

の
要
望
書
が
七
飯
町
長
へ
提
出

さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
８
月
30
日
、
大
中

山
小
学
校
及
び
複
合
施
設
改
築

に
関
す
る
庁
内
協
議
を
関
係
部

署
で
開
催
し
、
期
成
会
か
ら
の

要
望
書
の
内
容
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

　

平
成
25
年
９
月
25
日
、
大
中

山
コ
モ
ン
に
お
い
て
期
成
会
か

ら
の
要
望
書
に
対
す
る
回
答
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

協
議
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

耐
震
強
度
に
問
題
が
あ
り
早

期
に
小
学
校
を
改
築
す
る
考
え

か
ら
、
学
校
と
各
施
設
を
同
一

建
物
と
す
る
場
合
は
、
予
算
の

問
題
も
あ
り
、
土
地
利
用
構
想

で
も
述
べ
た
と
お
り
、
仮
設
教

室
を
設
置
せ
ず
に
既
存
校
舎
を

使
用
し
な
が
ら
、
学
校
改
築
に

資
力
を
集
中
す
る
こ
と
を
優
先

さ
せ
て
実
施
し
、
他
の
施
設
は

学
校
敷
地
内
に
配
置
す
る
。

　

プ
ー
ル
、
体
育
館
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
施
設
に
つ
い
て
は
地
域

住
民
の
充
実
的
利
用
を
考
慮
さ

れ
た
い
と
の
要
望
が
あ
る
が
、

プ
ー
ル
の
考
え
方
と
し
て
は

「
学
校
プ
ー
ル
と
て
整
備
し
て

参
り
た
い
が
、
地
域
開
放
も
視

野
に
入
れ
、
地
域
の
皆
様
と
協

議
し
て
参
り
た
い
。」
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
国
道
側
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
バ
ス
の
待

機
や
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
も
利
用
可
能
と
し

た
い
。

　

樹
木
に
つ
い
て
も
イ
チ
ョ
ウ

や
オ
ン
コ
は
、
保
存
樹
木
と
し

て
要
望
が
あ
る
の
で
保
存
し
、

他
の
樹
木
も
地
域
と
協
議
し
な

が
ら
対
応
を
決
め
て
い
き
た
い

な
ど
説
明
し
て
い
る
。

　

平
成
25
年
10
月
７
日
、
大
中

山
小
学
校
改
築
事
業
基
本
設
計

委
託
業
務
の
入
札
を
行
っ
て
い

る
。

　

平
成
26
年
１
月
８
日
、
大
中

山
コ
モ
ン
に
お
い
て
期
成
会
と

主
に
土
地
全
体
の
利
用
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
中
山
小
学
校
長
へ

参
考
資
料
と
し
て
委
託
業
者
よ

り
第
１
案
と
し
て
報
告
の
あ
っ

た
配
置
図
及
び
平
面
図
等
を
配

付
し
、
教
職
員
の
要
望
及
び
意

見
の
集
約
を
依
頼
し
た
こ
と
も

報
告
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
１
月
29
日
、
大
中

山
小
学
校
長
か
ら
大
中
山
小
学

校
改
築
事
業
に
向
け
た
教
職
員

の
要
望
・
意
見
に
つ
い
て
、
教

育
長
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
26
年
２
月
10
日
、
大
中

山
小
学
校
長
か
ら
改
築
に
向
け

た
同
校
教
職
員
の
要
望
及
び
意

見
に
つ
い
て
、
基
本
設
計
に
反

映
可
能
な
事
項
に
つ
い
て
は
考

慮
し
て
参
り
た
い
旨
回
答
し
て

い
る
。

　

平
成
26
年
２
月
12
日
、
議
員

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
基
本

設
計
で
情
報
提
供
の
あ
っ
た
校

舎
配
置
図
、
平
面
図
、
立
面

図
、
年
次
計
画
案
に
つ
い
て
説

明
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
期
成
会
役
員
へ
も
同

様
に
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
２
月
27
日
、
大
中

山
コ
モ
ン
に
お
い
て
町
有
地
に

隣
接
し
て
い
る
土
地
、
支
障
物

件
の
所
有
者
に
、
事
業
の
計
画
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及
び
進
捗
状
況
、
年
次
計
画
案

に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
て

い
る
。

　

平
成
26
年
３
月
14
日
、
大
中

山
コ
モ
ン
に
お
い
て
大
中
山
小

学
校
児
童
の
保
護
者
を
は
じ

め
、
大
中
山
保
育
所
及
び
南
幼

稚
園
に
通
園
等
し
て
い
る
園
児

等
の
保
護
者
を
対
象
に
説
明
会

を
開
催
し
て
い
る
。

　

配
布
し
た
資
料
の
内
容
は
、

基
本
設
計
に
お
い
て
情
報
提
供

の
あ
っ
た
校
舎
配
置
図
、
平
面

図
、
立
面
図
、
年
次
計
画
案
と

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
26
年
４
月
18
日
、
議
員

全
員
協
議
会
に
お
い
て
基
本
設

計
が
終
了
し
た
の
で
、
鳥
瞰

図
、
平
面
図
、
外
構
計
画
図
、

立
面
図
な
ど
、
図
面
に
簡
単
な

説
明
書
き
を
し
た
資
料
を
配
付

し
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
26
年
４
月
28
日
、
大
中

山
コ
モ
ン
に
お
い
て
期
成
会
へ

基
本
設
計
終
了
後
の
図
面
関
係

を
示
し
、
説
明
を
行
っ
て
い

る
。

　

平
成
26
年
５
月
15
日
、
大
中

山
地
区
に
必
要
な
小
学
校
を
望

む
会
（
５
名
の
連
署
）
か
ら
、

基
本
設
計
に
対
す
る
見
直
し
及

び
再
検
討
の
要
望
書
が
七
飯
町

長
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
26
年
５
月
26
日
、
大
中

山
地
区
に
必
要
な
小
学
校
を
望

む
会
か
ら
の
要
望
書
に
対
す
る

町
と
し
て
の
基
本
的
考
え
方
に

つ
い
て
回
答
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
５
月
26
日
、
大
中

山
コ
モ
ン
に
お
い
て
期
成
会
の

打
ち
合
わ
せ
会
議
が
開
催
さ
れ

た
の
で
、
学
校
教
育
課
長
が
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
て

い
る
。

　

基
本
設
計
終
了
後
に
係
る
期

成
会
の
意
見
や
要
望
に
つ
い
て

集
約
が
行
わ
れ
、
後
日
要
望
書

と
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
５
月
30
日
、
期
成

会
の
意
見
を
集
約
し
た
３
回
目

の
要
望
書
が
七
飯
町
長
へ
提
出

さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
26
年
６
月
６
日
、
期
成

会
役
員
へ
、
要
望
書
に
対
す
る

町
の
考
え
方
に
つ
い
て
回
答
書

を
渡
し
、
あ
ら
た
め
て
、
期
成

会
の
会
議
に
お
い
て
説
明
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
７
月
７
日
、
大
中

山
小
学
校
長
へ
大
中
山
小
学
校

改
築
事
業
基
本
設
計
終
了
後
の

期
成
会
か
ら
の
要
望
事
項
に
対

す
る
回
答
書
の
考
え
に
従
い
、

平
面
図
を
一
部
修
正
し
た
の
で

情
報
提
供
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
７
月
14
日
、
大
中

山
コ
モ
ン
に
お
い
て
期
成
会
の

打
ち
合
わ
せ
会
議
が
開
催
さ

れ
、
５
月
30
日
に
提
出
さ
れ
た

要
望
書
に
対
す
る
町
の
考
え
方

を
説
明
し
、
そ
の
意
向
を
反
映

し
た
平
面
図
を
情
報
提
供
す
る

と
と
も
に
説
明
を
し
て
い
る
。

　

次
に
大
中
山
小
学
校
改
築
工

事
に
係
る
教
職
員
の
要
望
・
意

見
に
つ
い
て
の
対
応
状
況
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

【
教
職
員
か
ら
の
要
望
・
意
見

状
況
・
58
項
目
】

１
．
教
室
環
境
等
に
関
す
る
こ

と
…
14
項
目
（
24
．
２
％
）

２
．
教
室
・
特
別
教
室
等
の
配

置
や
環
境
に
関
す
る
こ
と
…
21

項
目
（
36
．
２
％
）

３
．
体
育
館
に
関
す
る
こ
と
…

９
項
目
（
15
．
５
％
）

４
．
校
舎
周
辺
環
境
や
プ
ー

ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
の
関
係
に

関
す
る
こ
と
…
５
項
目
（
８
．

６
％
）

５
．
そ
の
他
…
９
項
目
（
15
．

５
％
）

【
要
望
・
意
見
対
応
状
況
】

１
．
基
本
設
計
で
検
討
…
19
項

目
（
全
体
の
32
．
８
％
）

①
教
室
環
境
等
に
関
す
る
こ
と

…
１
項
目

②
教
室
・
特
別
教
室
等
の
配
置

や
環
境
に
関
す
る
こ
と
…
９
項

目③
体
育
館
に
関
す
る
こ
と
…
８

項
目

④
そ
の
他
…
１
項
目

２
．
実
施
設
計
で
検
討
…
38
項

目
（
全
体
の
65
．
５
％
）

①
教
室
環
境
等
に
関
す
る
こ
と

…
18
項
目

②
教
室
・
特
別
教
室
等
の
配
置

や
環
境
に
関
す
る
こ
と
…
11
項

目③
体
育
館
に
関
す
る
こ
と
…
１

項
目

④
校
舎
周
辺
環
境
や
プ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
の
関
係
に
関
す

る
こ
と
…
５
項
目

⑤
そ
の
他
…
８
項
目

３
．
学
校
側
で
の
対
応
…
１
項

目
（
全
体
の
１
．
７
％
）

①
教
室
・
特
別
教
室
等
の
配
置

や
環
境
に
関
す
る
こ
と
…
１
項

目【
平
成
26
年
度
予
算
の
状
況
】

（
大
中
山
小
学
校
改
築
関
連
）

　

平
成
26
年
度
予
算
の
議
決
内

容
に
つ
い
て
は
、〈
表
１
〉
の

と
お
り
で
あ
る
。

【
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
ひ
ま
わ

り
ク
ラ
ブ
）
施
設
の
整
備
方

針
】

　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
ひ
ま
わ

り
ク
ラ
ブ
）
は
、
昭
和
44
年
11

月
に
建
築
さ
れ
た
旧
大
中
山
公

民
館
（
築
44
年
経
過
）
に
お
い

て
、
平
成
６
年
４
月
か
ら
運
営

を
し
て
い
る
。

　

登
録
児
童
数
の
推
移
は
、

〈
表
２
〉
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

児
童
一
人
当
た
り
の
生
活
ス

ペ
ー
ス
は
、
１
．
65
平
方
㍍
と

な
っ
て
い
る
が
、
町
で
は
児
童

一
人
当
た
り
１
．
65
平
方
㍍
で

は
軽
い
運
動
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
と
思
わ
れ
、
お
お
む

ね
一
人
当
た
り
３
．
30
平
方
㍍

を
生
活
ス
ペ
ー
ス
と
し
、
定
員

を
定
め
て
い
る
。

　

研
修
室
①
、
研
修
室
②
、
図

書
室
、
集
会
室
の
面
積
の
合
計

195
．
48
平
方
㍍
を
基
準
面
積
と

し
て
、
３
．
30
平
方
㍍
で
除
し

た
数
値
を
定
員
と
し
て
い
る
。

（
60
名
）

　

し
か
し
、〈
表
２
〉
の
と
お

り
、
近
年
の
登
録
児
童
数
は
80

名
を
超
え
て
お
り
、
現
状
は
一

人
当
た
り
２
．
44
平
方
㍍
で
あ

る
。

　

大
中
山
地
区
の
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
は
、
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の

他
に
２
カ
所
の
施
設
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
．
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
Ｓ
ｋ
ｉ

ｐ　

定
員
…
20
名

　

入
所
児
童
…
22
名
（
平
成
26

年
４
月
１
日
）

＜表１＞大中山小学校改築事業　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
10款　教育費

２項　小学校費
３目　学校建設費
13節　委託料　74,143 ■大中山小学校改築事業

13委託料
大中山小学校改築工事実施設計委託料　　57,240
大中山小学校改築用地確定測量委託料　　 9,375
大中山小学校改築用地支障物件調査委託料 7,528

※平成26年第２回七飯町議会臨時会（５月23日議決）

＜表２＞登録児童数の推移　

年　度 登録児童数
最大人数 最小人数

２６ ８４人 ８０人
２５ ８２人 ７９人
２４ ８２人 ７４人
２３ ８４人 ７４人
２２ ８２人 ７４人
２１ ７４人 ６５人
２０ ７８人 ６０人

※H26は４月から７月までの登録児童数
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運
営
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
道
南
育

児
支
援
ネ
ッ
ト
あ
り
す

２
．
あ
ん
ド
ー
ナ
ツ

　

定
員
…
40
名

　

入
所
児
童
…
９
名
（
平
成
26

年
４
月
１
日
）

　

運
営
…
株
式
会
社
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
ド
ウ
ナ
ン

　

大
中
山
地
区
の
３
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
で
は
120
名
の
児
童
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
平
成

26
年
４
月
１
日
現
在
で
は
115

名
、（
充
足
率
約
95
．
８
％
）

の
児
童
が
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を

利
用
し
て
い
る
。

　

整
備
方
針
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
の
新
制
度
で

は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
を
踏
ま
え
て
、
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
つ
い
て
の
基
準
を
条
例

で
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
平

成
26
年
第
３
回
定
例
会
に
提
案

を
予
定
し
て
い
る
。

　

学
童
保
育
施
設
等
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
児
童
一
人
に
つ

き
、
お
お
む
ね
１
．
65
平
方
㍍

以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
施
設
の
児
童
数
は
、
お
お
む

ね
40
人
以
下
と
す
る
。
対
象
児

童
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
と
す

る
等
の
基
準
を
踏
ま
え
て
、
定

員
、
集
団
の
規
模
、
職
員
数
等

に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

　

改
築
事
業
の
整
備
方
針
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
大
中
山
地
区

の
２
つ
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の

定
員
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
施
設
・

設
備
を
整
備
し
、
学
童
保
育
の

質
の
確
保
を
図
る
と
い
う
趣
旨

に
沿
っ
て
対
応
す
る
と
し
て
い

る
。

　

複
合
施
設
（
学
童
保
育
施

設
、
大
中
山
出
張
所
等
を
含

む
。）
に
つ
い
て
は
、
大
中
山

小
学
校
の
改
築
事
業
に
合
わ

せ
、
遅
く
て
も
平
成
30
年
度
ま

で
に
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

【
第
４
期
障
が
い
者
プ
ラ
ン
・

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
に
つ

い
て
】

【
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
の

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
と
も
に

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
に
業
務

を
委
託
し
、
今
後
策
定
業
務
を

進
め
る
事
と
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
７
月
下
旬
か
ら
平

成
27
年
３
月
ま
で
を
期
間
と
し

て
、
各
項
目
の
実
施
時
期
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

１
．
第
３
期
障
が
い
福
祉
計
画

の
検
証
は
、
前
回
作
成
し
た
今

年
度
ま
で
の
計
画
の
検
証
を
行

う
う
こ
と
と
し
、
取
組
状
況
の

分
析
及
び
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
利

用
者
数
等
の
必
要
量
を
検
証
し

８
月
中
を
目
途
に
行
う
。

２
．
基
礎
資
料
及
び
関
連
デ
ー

タ
の
整
理
は
、
障
害
福
祉
関
連

の
法
改
正
の
把
握
等
を
８
月
中

に
実
施
す
る
。

３
．
課
題
の
把
握
は
、
当
事
者

団
体
（
七
飯
町
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
、
自
閉
症
を
支
え
る
会

あ
っ
ぷ
る
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
等
）、
事
業
者
等
（
事
業
者

の
選
定
は
未
定
）
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
９
月
中
に
行

う
。

４
．
第
４
期
見
込
み
量
の
推
計

は
、
10
月
か
ら
12
月
ま
で
に
平

成
27
年
度
か
ら
３
カ
年
の
見
込

み
量
の
推
計
を
実
施
す
る
。

５
．
第
４
期
計
画
素
案
の
作
成

は
、
12
月
か
ら
翌
年
の
１
月
を

目
途
に
行
う
。

　

策
定
委
員
会
の
開
催
は
、
10

月
、
12
月
及
び
２
月
の
３
回
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

６
．
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
、
３
月
に
３
週
間
程
度
行
う

予
定
と
し
て
い
る
。

【
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
に

係
る
法
改
正
等
の
概
要
】

　

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
に

係
る
法
改
正
等
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
．
障
が
い
者
の
範
囲
に
難
病

等
を
追
加
と
あ
る
が
、
平
成
25

年
４
月
よ
り
既
に
施
行
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
、

難
病
患
者
等
で
症
状
の
変
動
な

ど
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の
取

得
が
で
き
な
い
方
に
も
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

２
．
障
害
支
援
区
分
の
創
設

で
、
障
害
の
程
度
や
重
さ
で
は

な
く
、
障
が
い
者
の
多
様
な
特

性
や
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
、

支
援
の
度
合
い
を
総
合
的
に
示

す
も
の
に
改
め
る
。

３
．
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡

大
で
、
今
ま
で
の
重
度
の
肢
体

不
自
由
者
に
加
え
、
重
度
の
知

的
、
精
神
障
害
者
に
対
象
を
拡

大
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

４
．
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
へ
の
一
元
化
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
２
か
ら
４

ま
で
は
い
ず
れ
も
平
成
26
年
４

月
か
ら
の
施
行
と
な
っ
て
い

る
。

【
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
に

関
す
る
国
の
動
向
】

　

国
の
動
向
は
、
第
４
期
障
が

い
福
祉
計
画
策
定
に
向
け
て
の

国
の
成
果
目
標
に
対
す
る
基
本

指
針
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中

に
は
次
期
計
画
に
お
い
て
、
利

用
者
数
等
を
市
町
村
が
計
画
す

る
う
え
で
勘
案
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
。

１
．
福
祉
施
設
入
所
者
の
地
域

生
活
へ
の
移
行

・
地
域
生
活
へ
の
移
行
者
増
加

・
施
設
入
所
者
の
削
減

２
．
入
院
中
の
精
神
障
が
い
者

の
地
域
生
活
へ
の
移
行

・
退
院
率
上
昇
（
入
院
３
カ
月

時
点
、
１
年
時
点
）

・
在
院
期
間
１
年
以
上
の
者
の

退
院
者
数
増
加

３
．
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の

整
備

・
障
が
い
者
の
地
域
で
の
生
活

を
支
援
す
る
拠
点
等
を
、
市
町

村
ま
た
は
圏
域
ご
と
に
少
な
く

て
も
１
つ
整
備

４
．
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労

へ
の
移
行
等

・
福
祉
施
設
利
用
者
の
一
般
就

労
移
行
者
数
増
加

・
就
労
移
行
支
援
事
業
利
用
者

数
増
加

・
就
労
移
行
支
援
事
業
所
ご
と

の
就
労
移
行
率
増
加

５
．
障
が
い
児
支
援
体
制
の
整

備・
障
が
い
児
支
援
の
た
め
の
基

盤
整
備

６
．
計
画
相
談
の
連
携
強
化

・
計
画
相
談
支
援
の
提
供
体
制

の
整
備

１
か
ら
６
ま
で
、
利
用
者
等
の

増
減
や
基
盤
、
体
制
等
の
整
備

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

【
七
飯
町
障
が
い
福
祉
計
画
の

進
捗
状
況
】

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障

害
児
通
所
支
援
及
び
地
域
生
活

支
援
事
業
の
平
成
25
年
度
末
に

お
け
る
進
捗
状
況
は
〈
表
３
〉

の
と
お
り
で
あ
る
。

【
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て
】

【
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

平
成
26
年
７
月
下
旬
か
ら
平

成
27
年
３
月
ま
で
を
期
間
と
し

て
、
各
項
目
の
実
施
時
期
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

１
．
ニ
ー
ズ
調
査
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
で
前
回
と
同
様
に

２
千
件
程
度
の
対
象
者
の
抽
出

を
予
定
し
て
お
り
、
調
査
票
の

発
送
と
回
収
を
８
月
中
に
、
結

果
の
集
計
、
分
析
を
９
月
か
ら

10
月
ま
で
に
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
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２
．
基
礎
資
料
及
び
関
連
デ
ー

タ
の
整
理
、
現
行
計
画
の
点

検
・
評
価
、
給
付
実
績
分
析
、

見
込
み
量
の
推
計
・
介
護
保
険

料
の
算
出
の
う
ち
、
人
口
推

計
・
介
護
認
定
者
推
計
を
８
月

中
に
行
い
、
９
月
か
ら
12
月
ま

で
に
そ
の
他
給
付
費
等
の
見
込

み
、
保
険
料
等
の
推
計
を
行

い
。

３
．
計
画
素
案
の
作
成
と
補
修

正
は
、
計
画
素
案
の
作
成
を
11

月
か
ら
２
月
ま
で
を
目
途
に
実

施
す
る
。

４
．
策
定
委
員
会
の
開
催
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
障
が
い
福
祉
計
画
と
同
様

と
な
っ
て
い
る
。

【
介
護
保
険
計
画
の
国
に
お
け

る
制
度
的
な
見
直
し
に
伴
う
給

付
費
や
保
険
料
へ
の
影
響
】

　

地
域
支
援
事
業
の
見
直
し
と

併
せ
た
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

要
支
援
者
へ
の
支
援
の
見
直
し

で
、
国
、
道
、
町
負
担
等
の
財

源
構
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

介
護
予
防
給
付
と
同
様
だ
が
、

将
来
的
に
、
保
険
給
付
費
が
減

少
し
地
域
支
援
事
業
が
増
加
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る

者
の
利
用
者
負
担
の
見
直
し

で
、
現
在
の
１
割
か
ら
２
割
へ

の
負
担
増
と
な
る
。

　

補
足
給
付
の
支
給
要
件
に
資

産
を
勘
案
す
る
等
の
見
直
し

で
、
現
在
、
住
民
税
非
課
税
等

の
低
所
得
世
帯
で
あ
れ
ば
施
設

入
所
等
に
係
る
食
費
、
居
住
費

等
が
軽
減
さ
れ
て
い
た
が
、
新

た
に
預
貯
金
や
別
世
帯
の
配
偶

者
の
所
得
、
ま
た
、
非
課
税
年

金
収
入
等
も
勘
案
し
軽
減
等
を

判
断
す
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
重

点
化
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
入
所
を
現
在
の
要
介
護

１
以
上
か
ら
、
原
則
要
介
護
３

以
上
に
限
定
す
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
当
町
に
お
け
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
の
約

９
割
が
要
介
護
３
以
上
と
な
っ

て
お
り
、
給
付
費
へ
の
影
響
は

少
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

低
所
得
の
第
１
号
被
保
険
者

の
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減

で
、
現
在
６
段
階
に
設
定
し
て

い
る
介
護
保
険
料
の
段
階
の
う

ち
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
や
非

課
税
世
帯
等
で
構
成
さ
れ
る
第

１
段
階
か
ら
第
３
段
階
に
つ
い

て
現
在
の
保
険
料
率
よ
り
軽
減

を
行
い
、
こ
の
分
を
公
費
に
よ

り
補
て
ん
す
る
。

　

な
お
、
現
在
、
国
の
介
護
保

険
料
の
段
階
の
基
準
は
６
段
階

と
な
っ
て
い
る
が
、
９
段
階
程

度
に
細
分
化
さ
れ
る
と
い
う
情

報
も
あ
る
。

【
七
飯
町
介
護
保
険
事
業
計
画

の
進
捗
状
況
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
及
び
給
付
費
の
、
平

成
25
年
度
末
に
お
け
る
進
捗
状

況
は
〈
表
４
〉
の
と
お
り
で
あ

る
。

＜表３＞障がい福祉サービス、障害児通所支援、地域生活支援事業の進捗状況（事業種別）

障 が い 福 祉 サ ー ビ ス 事 業
進 捗 率（％）

平成24年度 平成25年度

訪問系サービス
延利用量 64.6 76.6 

実利用者数 68.2 69.6 

生活介護
延利用量 104.5 111.7 

実利用者数 110.3 117.9 

自立訓練（機能訓練）
延利用量 ― ―

実利用者数 ― ―

自立訓練（生活訓練）
延利用量 35.1 28.5 

実利用者数 50.0 38.9 

就労移行支援
延利用量 50.0 52.3 

実利用者数 50.0 50.0 

就労継続支援（Ａ型）
延利用量 115.9 114.8 

実利用者数 125.0 150.0 

就労継続支援（Ｂ型）
延利用量 170.1 189.0 

実利用者数 233.3 261.9 

療養介護 実利用者数 450.0 450.0 

短期入所
延利用量 90.0 74.3 

実利用者数 100.0 71.4 

共同生活援助・共同生活介護 実利用者数 136.8 173.7 

施設入所支援 実利用者数 100.0 98.6 

計画相談支援 実利用者数 50.0 110.0 

地域移行支援 実利用者数 ― ―

地域定着支援 実利用者数 ― ―

障 害 児 通 所 支 援 事 業

放課後等デイサービス
延利用量 100.0 219.2 

実利用者数 108.3 183.3 

地 域 生 活 支 援 事 業

⑴相談支援事業 個所数 100.0 100.0 

⑵成年後見制度利用支援事業 見込み者数 0.0 0.0 

⑶コミュニケーション支援事業 ― ―

　① 手話通訳者の派遣 見込み者数 100.0 100.0 

　② 要約筆記者の派遣 見込件数（個人） 0.0 0.0 

　 見込件数（団体） 66.7 66.7 

⑷日常生活用具給付等事業 　 ― ―

　① 介護・訓練支援用具 見込み件数 100.0 100.0 

　② 自立生活支援用具 見込み件数 333.3 200.0 

　③｠在宅療養等支援用具 見込み件数 100.0 40.0 

　④｠情報・意思疎通支援用具 見込み件数 120.0 120.0 

　⑤｠排泄管理支援用具 見込み件数 89.0 103.5 

　⑥｠居宅生活動作補助用具（住宅改修費） 見込み件数 250.0 0.0 

⑸移動支援事業 見込み者数 65.0 55.0 

　 延見込み時間数 80.2 52.9 

⑹地域活動支援センター事業 個所数 100.0 100.0 

　 見込み者数 141.7 141.7 

⑺日中一時支援事業 個所数 36.4 27.3 

　 見込み者数 10.7 7.1 

⑻社会参加促進事業 事業数 100.0 100.0 
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６
．
ま
と
め
（
中
間
）

　

大
中
山
小
学
校
及
び
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
（
ひ
ま
わ
り
ク
ラ

ブ
）
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、

大
中
山
小
学
校
土
地
利
用
構
想

及
び
大
中
山
小
学
校
改
築
工
事

基
本
設
計
ま
で
の
経
過
に
つ
い

て
、
時
系
列
を
追
っ
て
詳
細
に

説
明
が
な
さ
れ
、
期
成
会
と
の

協
議
や
他
団
体
の
要
望
に
も
真

摯
に
回
答
を
し
て
い
る
こ
と
が

受
け
取
れ
る
。
ま
た
、
細
か
な

部
分
に
お
い
て
も
現
場
に
お
い

て
確
認
を
し
、
話
の
行
き
違
い

が
無
い
よ
う
十
分
に
配
慮
を
さ

れ
た
い
。

　

今
後
、
平
成
27
年
度
か
ら
順

に
体
育
館
、
校
舎
、
プ
ー
ル
と

年
次
計
画
で
建
設
を
し
て
い
く

う
え
で
、
建
設
現
場
や
工
事
関

係
車
両
の
出
入
り
を
考
え
る

と
、
安
全
面
に
は
十
分
な
配
慮

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
工
事
関
係
車
両
の
通
行
や

作
業
効
率
向
上
の
た
め
に
用
地

買
収
を
速
や
か
に
行
い
、
安
全

に
は
万
全
を
期
す
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

　

建
設
後
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
体
育
館
は
地
域
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
活
用

の
中
心
と
な
る
こ
と
や
、
学
童

保
育
施
設
を
含
む
複
合
施
設
に

つ
い
て
も
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
的

な
場
を
設
け
た
施
設
を
考
え
て

お
り
、
補
助
金
及
び
交
付
金
の

活
用
が
速
や
か
に
で
き
る
よ

う
、
複
合
施
設
に
つ
い
て
も
基

本
設
計
等
を
早
め
に
着
手
し
平

成
30
年
度
の
完
了
予
定
を
少
し

で
も
早
め
る
こ
と
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

　

児
童
の
安
全
の
確
保
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
災
害
時
の
避

難
場
所
と
し
て
大
中
山
地
区
の

住
民
の
安
全
の
確
保

と
い
う
点
で
も
、
早

期
の
完
成
を
望
む
も

の
で
あ
る
。

　

第
４
期
障
が
い
者

プ
ラ
ン
・
第
４
期
障

が
い
福
祉
計
画
及
び

高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
現
在
計
画
が

策
定
途
中
で
あ
り
、

策
定
に
伴
っ
て
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
分
析
結
果
及
び

素
案
が
策
定
さ
れ
る

ま
で
、
継
続
し
て
所

管
事
務
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
と
す
る
。

　

以
上
が
当
委
員
会

の
所
管
事
務
調
査
に

係
る
報
告
で
あ
る

が
、
大
中
山
小
学
校

及
び
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
（
ひ
ま
わ
り
ク
ラ

ブ
）
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
調

査
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
、
第

４
期
障
が
い
者
プ
ラ
ン
・
第
４

期
障
が
い
福
祉
計
画
及
び
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
６
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
所
管
事
務
調
査
を
継
続
す

る
こ
と
と
す
る
。

＜表４＞介護サービス、介護予防サービス及び給付費の進捗状況

区　　　分 事　　業　　種　　別
進　捗　率　（％）

平成24年度 平成25年度

介

護

サ

ー

ビ

ス

居 宅 サ ー ビ ス

訪問介護 77.1 80.0 

訪問入浴介護 79.3 79.6 

訪問看護 119.1 120.9 

訪問リハビリテーション 186.9 223.8 

通所介護 101.7 107.7 

通所リハビリテーション 102.3 100.2 

居宅療養管理指導 52.7 46.4 

短期入所生活介護 112.1 82.1 

短期入所療養介護 72.9 46.7 

福祉用具貸与 100.3 108.3 

特定施設入居者生活介護 162.9 133.7 

居宅介護支援 111.5 99.7 

地域密着型サービス

小規模多機能型居宅介護 63.6 106.5 

認知症対応型通所介護 122.8 133.1 

認知症対応型共同生活介護 91.1 93.0 

介護老人福祉施設入所者生活介護 0.0 89.7 

夜間対応型訪問介護 ― ―

施 設 サ ー ビ ス

介護老人福祉施設 103.8 105.7 

介護老人保健施設 106.0 116.2 

介護療養型医療施設 48.4 44.5 

介

護

予

防

サ

ー

ビ

ス

介 護 予 防 サ ー ビ ス

介護予防訪問介護 99.0 124.1 

介護予防訪問入浴介護 ― ―

介護予防訪問看護 674.3 870.3 

介護予防訪問リハビリテーション ― ―

介護予防通所介護 106.7 128.2 

介護予防通所リハビリテーション 98.2 101.1 

介護予防居宅療養管理指導 31.0 36.7 

介護予防短期入所生活介護 118.2 154.4 

介護予防短期入所療養介護 22.2 21.6 

介護予防福祉用具貸与 137.8 153.2 

介護予防特定施設入居者生活介護 111.6 89.8 

介護予防支援 107.1 118.4 

介 護 予 防 地 域 密
着 型 サ ー ビ ス

介護予防小規模多機能型居宅介護 45.9 32.6 

介護予防認知症対応型通所介護 ― ―

介護予防認知症対応型共同生活介護 ― ―

給 　付　 費

居宅(介護予防）サービス費 103.9 103.9 

地域密着型（介護予防）サービス費 71.9 96.8 

施設サービス費 90.7 94.4 

計 91.5 98.9 

　注１　高額介護サービス費、高額医療合算介護サービス費、特定入所者介護サービス費及び
　　　　審査支払手数料は含まれていない。
　注２　実績は介護保険事業状況報告（年報）と同一期間を対象とした。
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審
査
の
経
過

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
決
算
書
及
び

決
算
に
関
す
る
関
係
書
類
、
証

書
類
の
ほ
か
、
当
委
員
会
が
要

求
し
た
資
料
等
を
も
と
に
、
町

長
及
び
担
当
課
長
等
の
出
席
を

求
め
て
審
査
を
行
っ
た
。

審
査
の
結
果

　

一　

般　

会　

計

　

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
、

１
億
９
千
393
万
円
と
黒
字
で
あ

り
、
本
年
度
の
実
質
収
支
額
か

ら
前
年
度
の
実
質
収
支
額
を
差

し
引
い
た
単
年
度
収
支
額
は
９

千
177
万
５
千
円
の
黒
字
と
な

り
、
こ
れ
に
財
政
調
整
基
金
積

立
金
を
加
え
た
実
質
単
年
度
収

支
額
も
１
億
５
千
777
万
５
千
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
は
、
町
財
政
の
根
幹
を

な
す
町
税
の
収
入
済
額
は
26
億

６
千
356
万
１
千
円
と
前
年
度

よ
り
４
千
363
万
８
千
円
（
１
．

７
％
）
増
加
し
て
お
り
、
増
加

の
主
な
要
因
は
、
固
定
資
産

税
、
た
ば
こ
税
の
増
加
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
収
入
未
済
額
は
、
町

税
で
１
億
２
千
195
万
２
千
円
と

前
年
度
よ
り
３
千
110
万
２
千
円

（
20
．
３
％
）
の
減
少
、
歳
入

全
体
で
も
１
億
５
千
685
万
４
千

円
と
前
年
度
よ
り
５
千
543
万
６

千
円
（
26
．
１
％
）
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
多
額

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
の
安

定
性
を
図
る
た
め
、
町
税
を
は

じ
め
と
す
る
負
担
の
公
平
性
を

期
す
る
う
え
か
ら
も
悪
質
滞
納

者
に
は
厳
し
く
対
処
し
、
一
層

の
収
納
対
策
に
努
力
す
べ
き
で

あ
る
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
と

比
較
し
て
８
千
971
万
９
千
円

（
９
．
７
％
）
増
加
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
消
防
費
国
庫
補
助

金
の
う
ち
防
災
情
報
通
信
設
備

整
備
費
交
付
金
、
総
務
費
国
庫

補
助
金
の
う
ち
、
地
域
の
元
気

臨
時
交
付
金
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
歳
入
は
、
繰
入
金

を
は
じ
め
、
繰
越
金
、
諸
収
入

な
ど
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り

自
主
財
源
が
減
少
し
、
依
存
財

源
比
率
が
61
．
９
％
で
前
年
度

よ
り
１
．
０
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

て
い
る
。

　

次
に
、
歳
出
は
、
予
算
現
額

114
億
765
万
７
千
円
に
対
し
、
支

出
済
額
は
95
億
７
千
487
万
２
千

円
で
あ
り
、
繰
越
明
許
費
繰
越

額
15
億
４
千
780
万
６
千
円
が
あ

る
た
め
、
不
用
額
は
２
億
８
千

497
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

繰
越
明
許
費
繰
越
額
を
含
め

た
執
行
率
は
97
．
５
％
で
あ
る

が
、
一
部
に
は
執
行
率
が
著
し

く
低
い
事
業
も
あ
り
、
予
備
費

か
ら
の
充
用
を
含
む
予
算
措
置

及
び
整
理
予
算
の
段
階
で
十
分

に
精
査
す
る
こ
と
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

　

支
出
済
額
は
、
消
防
費
の
災

害
用
一
般
備
品
購
入
費
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
自
動
起
動

装
置
購
入
費
等
に
よ
り
前
年
度

と
比
較
し
て
４
千
411
万
８
千

円
（
９
．
３
％
）
増
加
し
て
い

る
が
、
民
生
費
で
介
護
基
盤
緊

急
整
備
特
別
対
策
事
業
等
の
完

了
に
よ
る
補
助
金
減
少
や
、
教

育
費
で
藤
城
小
学
校
改
築
事
業

の
完
了
に
よ
る
工
事
請
負
費
の

減
少
な
ど
に
よ
り
前
年
度
と
比

較
し
て
３
億
３
千
983
万
４
千
円

（
３
．
４
％
）
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

　

以
上
、
本
会
計
に
つ
い
て

は
、
実
質
収
支
額
、
単
年
度
収

支
額
と
も
に
黒
字
で
あ
り
、
概

ね
予
算
に
沿
っ
て
事
務
事
業
が

執
行
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
全
員
一
致
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

な
お
、
積
極
的
な
特
定
財
源

の
確
保
、
収
納
対
策
の
強
化
に

よ
る
未
収
額
の
圧
縮
を
図
り
、

施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

優
先
度
を
は
じ
め
必
要
性
、
妥

当
性
等
の
精
査
や
財
源
の
計
画

的
な
配
分
を
図
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
効

率
化
な
ど
を
よ
り
一
層
望
む
も

の
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
、

３
千
84
万
４
千
円
の
黒
字
で
あ

る
が
、
本
年
度
の
実
質
収
支
額

か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
額
を

差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
額
は

２
千
623
万
８
千
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
と
比
較

し
て
８
千
17
万
８
千
円
（
２
．

１
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
お

り
、
療
養
給
付
費
等
交
付
金
、

繰
入
金
は
減
少
し
て
い
る
が
、

国
庫
支
出
金
、
共
同
事
業
交
付

金
、
繰
越
金
な
ど
が
増
加
し
て

い
る
。

　

歳
入
の
う
ち
、
国
民
健
康
保

険
税
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

一
世
帯
あ
た
り
の
税
額
が
１
千

800
円
減
少
、
被
保
険
者
一
人
あ

た
り
の
税
額
が
636
円
増
加
し
た

こ
と
か
ら
、
現
年
課
税
分
の

調
定
額
は
778
万
６
千
円
（
１
．

１
％
）
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
滞
納
繰
越
分
の
調
定

額
も
前
年
度
と
比
較
し
て
３
千

978
万
４
千
円
（
16
．
８
％
）
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
民

健
康
保
険
税
全
体
の
調
定
額
は

前
年
度
と
比
較
し
て
４
千
757
万

円
（
４
．
９
％
）
減
少
し
て
い

る
。

　

収
入
額
も
前
年
度
と
比
較
し

て
257
万
６
千
円
（
０
．
３
％
）

増
加
し
て
い
る
が
、
滞
納
者
へ

の
納
税
相
談
や
差
押
え
な
ど
の

収
納
強
化
に
よ
り
、
収
納
率
は

81
．
１
％
で
前
年
度
と
比
較
し

て
４
．
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
不
納
欠
損
額
は
１

千
982
万
７
千
円
で
前
年
度
と

比
較
し
て
208
万
５
千
円
（
９
．

５
％
）
の
減
少
、
収
入
未
済
額

は
１
億
５
千
327
万
４
千
円
で
前

年
度
と
比
較
し
て
４
千
806
万
１

千
円
（
23
．
９
％
）
の
減
少
で

あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
多
額
な
状

況
で
あ
る
。

　

歳
出
は
、
前
年
度
と
比
較

し
て
１
億
641
万
６
千
円
（
２
．

９
％
）
増
加
し
て
お
り
、
繰
上

充
用
金
が
階
減
し
て
い
る
が
、

保
険
給
付
費
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
、
諸
支
出
金
が
増
加
し

て
い
る
。

　

歳
出
の
う
ち
、
保
険
給
付
費

は
26
億
６
千
923
万
５
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比
較

し
て
１
億
１
千
28
万
２
千
円

（
４
．
３
％
）
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

　

療
養
諸
費
１
人
当
り
費
用
額

は
39
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
度
と
比
較
し
て
２
万
３
千
円

（
６
．
３
％
）
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

　

以
上
、
本
会
計
は
、
実
質
収

支
額
が
黒
字
で
あ
り
、
適
正
に

歳
入
が
確
保
さ
れ
、
歳
出
に
つ

い
て
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
と
判
断
し
、
全
員
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
の
実
質

収
支
額
は
黒
字
で
あ
っ
た
が
、

単
年
度
収
支
が
赤
字
だ
っ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
一
時
的
な

流
行
病
な
ど
に
よ
り
保
険
給
付

費
が
増
嵩
し
た
場
合
の
財
政
運

営
は
非
常
に
厳
し
さ
を
増
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者

が
納
付
す
る
国
民
健
康
保
険
税

を
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
る
の

特
別
委
員
会
報
告

　

平
成
25
年
度
決
算
審
査

特
別
委
員
会
報
告
書　

（
要
旨
掲
載
）　

委
員
長　

佐　

野　

史　

人
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が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
本
会
計
の
健
全
な
運
営
及

び
加
入
者
負
担
の
公
平
性
を
期

す
る
う
え
か
ら
厳
し
い
収
納
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
713

万
９
千
円
の
黒
字
で
あ
る
が
、

そ
の
額
は
出
納
閉
鎖
期
間
の
４

月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
に

納
付
さ
れ
た
保
険
料
で
、
平
成

26
年
度
に
お
い
て
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
納
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
不
納

欠
損
額
は
41
万
７
千
円
と
前
年

度
と
比
較
し
て
53
万
２
千
円
減

少
し
て
い
る
が
、
収
入
未
済
額

が
401
万
３
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
22
万

円
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
収

納
対
策
の
強
化
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

　

以
上
、
本
会
計
は
、
実
質
収

支
額
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
適
正
に
歳
入
が
確
保
さ

れ
、
歳
出
も
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
る
も
の
と
判
断
し
、
全
員

一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計

　

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
３

千
45
万
３
千
円
の
黒
字
で
あ
る

が
、
実
質
収
支
額
か
ら
前
年
度

の
実
質
収
支
額
を
差
し
引
い
た

単
年
度
収
支
額
は
２
千
93
万
９

千
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
料
の
不
能
欠
損
額

が
212
万
４
千
円
と
前
年
と
比
較

し
て
80
万
２
千
円
減
少
し
て
い

る
が
、
収
入
未
済
額
が
１
千
255

万
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
度
と
比
較
し
て
178
万
９
千
円

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
収
納

対
策
の
強
化
を
望
む
も
の
で
あ

る
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
、
支

払
基
金
交
付
金
、
繰
越
金
な
ど

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
較
し
て
２
億
１
千
660

万
６
千
円
（
10
．
７
％
）
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
は
、
保
険
給
付
費
及
び

基
金
積
立
金
な
ど
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較

し
て
２
億
３
千
754
万
５
千
円

（
12
．
０
％
）
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

　

次
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

勘
定
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出

同
額
の
１
千
416
万
６
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
費
収
入
で
あ
り
、
歳
出

は
、
全
額
が
保
険
事
業
勘
定
に

繰
出
し
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
会
計
は
、
実
質
収

支
額
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
適
正
に
歳
入
が
確
保
さ

れ
、
歳
出
も
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
る
も
の
と
判
断
し
、
全
員

一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
168

万
８
千
円
の
黒
字
で
あ
る
が
、

実
質
収
支
額
か
ら
前
年
度
の
実

質
収
支
額
を
差
し
引
い
た
単
年

度
収
支
額
は
206
万
７
千
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。

　

受
益
者
分
担
金
及
び
下
水
道

使
用
料
の
収
入
未
済
額
は
１
千

579
万
８
千
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
141
万
３
千
円
（
８
．

２
％
）
減
少
し
て
い
る
が
、
下

水
道
事
業
は
主
に
受
益
者
分
担

金
、
下
水
道
使
用
料
並
び
に
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
財
源

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
一
層
収
納
対
策
に

努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

歳
入
は
、
使
用
料
及
び
手
数

料
、
国
庫
支
出
金
、
町
債
な
ど

が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
分

担
金
及
び
負
担
金
、
繰
入
金
な

ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
289
万
２
千

円
（
０
．
３
％
）
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
は
、
公
共
下
水
道
事
業

費
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

公
債
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
412
万

５
千
円
（
０
．
４
％
）
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
会
計
は
、
実
質
収

支
額
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
適
正
に
歳
入
が
確
保
さ

れ
、
歳
出
も
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
る
も
の
と
判
断
し
、
全
員

一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

土
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
９

千
680
万
８
千
円
の
黒
字
で
あ

り
、
実
質
収
支
額
か
ら
前
年
度

の
実
質
収
支
額
を
差
し
引
い
た

単
年
度
収
支
額
は
９
千
179
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
は
、
土
地
売
払
収
入

に
よ
り
前
年
度
と
比
較
し
て

９
千
178
万
６
千
円
（
１
千
844
．

７
％
）
の
増
加
で
あ
り
、
歳
出

は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
３
千

円
（
１
．
４
％
）
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
会
計
は
、
実
質
収

支
額
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
適
正
に
歳
入
が
確
保
さ

れ
、
歳
出
も
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
る
も
の
と
判
断
し
、
全
員

一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計

　

営
業
収
益
３
億
９
千
443
万
８

千
円
と
営
業
外
収
益
２
千
287
万

５
千
円
の
合
計
額
４
億
１
千
731

万
３
千
円
か
ら
、
営
業
費
用
３

億
３
千
672
万
８
千
円
と
営
業
外

費
用
５
千
920
万
９
千
円
を
合
計

し
た
３
億
９
千
593
万
７
千
円
を

差
し
引
い
た
経
常
利
益
は
２
千

137
万
６
千
円
で
あ
る
。

　

経
常
利
益
に
特
別
利
益
７
万

１
千
円
を
加
え
、
水
道
料
金
の

不
納
欠
損
処
分
と
過
年
度
還
付

で
あ
る
特
別
損
失
439
万
円
を
差

し
引
い
た
当
年
度
純
利
益
は
１

千
705
万
７
千
円
で
あ
る
。

　

平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
の

水
道
料
金
の
未
収
金
は
、
平
成

25
年
度
分
で
４
千
620
万
円
、
平

成
24
年
度
以
前
の
滞
納
繰
越
分

で
２
千
12
万
３
千
円
、
合
わ
せ

て
６
千
632
万
３
千
円
で
あ
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
429
万
７
千
円

減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
分
の
未

収
金
４
千
620
万
円
に
は
、
平
成

26
年
４
月
に
徴
収
す
る
３
月
分

の
水
道
料
金
３
千
14
万
５
千
円

（
前
年
同
期
18
万
９
千
円
減
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

本
会
計
は
、
企
業
努
力
に
よ

り
利
益
を
生
じ
て
い
る
も
の

の
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
て
い
る
住
民
の
公
平
性
を

堅
持
す
る
た
め
に
も
未
収
金
の

圧
縮
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
未
納
額
が

膨
ら
ま
な
い
う
ち
に
早
め
の
徴

収
を
行
う
こ
と
と
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
て
は
、
給
水
停
止
処

分
な
ど
厳
し
く
対
処
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
の
建
設
改
良
費

は
、
大
中
山
地
区
・
鳴
川
地
区

の
配
水
管
新
設
工
事
、
藤
城
第

１
水
源
・
鳴
川
第
２
水
源
の
取

水
ポ
ン
プ
の
更
新
、
上
水
道
第

５
流
量
計
の
改
修
、
緑
町
地
区

な
ど
４
地
区
の
老
朽
管
布
設
替

工
事
な
ど
の
工
事
費
の
ほ
か
、

取
替
用
量
水
器
購
入
費
等
で
１

億
６
千
529
万
５
千
円
が
支
出
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
債
償
還
金
は
１

億
１
千
258
万
３
千
円
で
前
年

度
に
比
べ
１
千
308
万
２
千
円

（
13
．
１
％
）
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

　

以
上
、
本
会
計
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
予
算
執
行
が
行
わ

れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、
ま

た
、
水
道
事
業
の
施
設
整
備
及

び
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
、

充
実
し
た
安
全
な
水
の
供
給
を

図
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

健
全
な
企
業
会
計
の
運
営
が
図

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
員

一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

な
お
、
当
年
度
純
利
益
は
１

千
705
万
７
千
円
生
じ
て
い
る

が
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金

２
千
277
万
６
千
円
を
除
く
と
571

万
９
千
円
の
損
失
で
あ
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
企
業
債
償

還
金
が
前
年
度
と
比
較
し
て

13
．
１
％
増
加
す
る
な
ど
、
今

後
も
藤
城
簡
易
水
道
拡
張
事
業
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９月８日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月９日 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月10日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月26日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※判定　○=出席、×=欠席、△=遅参・早退・中座、公=公務、忌=忌引

に
伴
う
企
業
債
元
金
及
び
利
子

の
償
還
が
続
く
こ
と
か
ら
、
中

長
期
的
な
経
営
計
画
の
も
と
、

慎
重
な
水
道
事
業
会
計
の
運
営

を
望
む
も
の
で
あ
る
。

平成25年度決算の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
　　　　　　決算額

会計名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出
差 引 額

繰越明許費
繰   越   額 実質収支額

一般会計 9,832,923,584 9,574,872,023 258,051,561 64,122,000 193,929,561 

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 3,823,910,164 3,793,066,309 30,843,855 30,843,855 
後期高齢者医療 371,910,607 364,771,907 7,138,700 7,138,700 
介 護 保 健 2,243,282,916 2,212,830,325 30,452,591 30,452,591 
下 水 道 事 業 1,046,156,309 1,043,634,228 2,522,081 2,522,081 
土 地 造 成 事 業 97,047,390 239,276 96,808,114 96,808,114 

水道事業
収益的収支 436,641,859 411,690,102 24,951,757 24,951,757 
資本的収支 80,109,000 277,878,168 △ 197,769,168 △ 197,769,168

補

正

予

算

◆
平
成
26
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
等
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
千

504
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
97
億
608
万

２
千
円
と
し
た
。

報

告

◆
町
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決

処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

町
所
有
の
ダ
ン
プ
が
除
排
雪

業
務
中
、
町
道
鳴
川
15
号
線
で

荷
台
を
昇
降
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

上
空
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ケ
ー
ブ
ル
に
接

触
し
、
電
線
の
一
部
を
破
損
さ

せ
た
た
め
、
修
繕
に
要
す
る
費

用
の
賠
償
。

◆
町
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決

処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
平
成
26
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
））

　

除
雪
作
業
車
の
物
損
事
故
に

よ
り
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
北
海
道
支
店
に
損
害
を
与

え
た
こ
と
に
よ
る
賠
償
金
と
し

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
29
万

９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
95
億
５
千
97
万

５
千
円
と
し
た
。

◆
町
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決

処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

町
道
本
町
16
号
線
に
お
い

て
、
鋼
製
蓋
が
跳
ね
上
が
り
、

被
害
者
の
車
両
助
手
席
サ
イ
ド

ス
テ
ッ
プ
を
破
損
さ
せ
た
た

め
、
修
繕
に
要
す
る
費
用
の
賠

償
。

◆
町
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決

処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
平
成
26
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
））

　

町
道
施
設
の
事
故
に
よ
り
、

被
害
者
車
両
に
損
害
を
与
え
た

こ
と
に
よ
る
賠
償
金
と
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
万
８
千

413
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
95
億
５
千
103
万
３

千
円
と
し
た
。

そ

の

他

◆
七
飯
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
替
建
築
主
体
工
事
請
負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

制
限
付
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

７
億
８
千
840
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

 

鈴
木
・
カ
ワ
マ
タ
ビ
ル
ド
・
順

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◆
七
飯
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
替
電
気
設
備
工
事
そ
の
１
請

負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

１
億
２
千
614
万
４
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

 

樺
電
・
松
田
・
三
木
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

◆
七
飯
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
替
電
気
設
備
工
事
そ
の
２
請

負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

１
億
１
千
988
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

 

大
釜
・
中
・
岩
井
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

◆
七
飯
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
替
機
械
設
備
工
事
そ
の
１
請

負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

１
億
２
千
938
万
４
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

 

青
函
・
久
慈
・
東
栄
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

◆
七
飯
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
替
機
械
設
備
工
事
そ
の
２
請

負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

１
億
４
千
331
万
６
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

 

川
股
・
石
岡
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

例 

月 

出 

納 

検 

査

　

一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
の
出
納
状

況
を
次
の
と
お
り
検
査
し
た
。

平
成
26
年
５
月
分
を

６
月
24
日
、25
日
、26
日
、30
日

平
成
26
年
６
月
分
を

７
月
24
日
、
25
日
、
29
日

平
成
26
年
７
月
分
を

８
月
26
日
、
27
日
、
28
日

検
査
結
果

　

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
な

し
。

監
査
委
員

永　

田　

英　

利

林　
　
　

秀　

樹

第
３
回
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